
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
け
る
封
建
性
と
親
方
制
度

特
に
、
そ
の
解
体
過
程
に
関
連
さ
せ
て
の
一
試
論

大
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鉱
業
に
お
げ
る
親
方
制
度
と
そ
の
特
異
性

典
型
期
に
お
げ
る
鉱
業
親
方
制
度
の
概
略

鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度

鉱
業
に
お
げ
る
親
方
制
度
の
解
体
過
程

む
　
　
す
　
　
び

、
は
　
し
　
が

き

　
わ
が
国
産
業
の
諸
分
野
に
お
け
る
労
働
関
係
に
あ
っ
て
、
封
建
性
の
残
存
が
相
当
根
強
い
も
の
が
あ
る
こ
と
、
更
に
は
叉
、
そ
の

封
建
性
の
一
温
床
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
親
方
制
度
存
続
の
事
実
が
重
視
せ
ら
る
べ
き
こ
と
は
、
さ
き
に
、
わ
た
く
し
の
し
ぱ
し
ば
指

　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
間
題
と
す
る
鉱
業
労
働
の
面
に
あ
つ
て
も
、
そ
れ
は
、
決
し
て
例
外
で
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
こ
で
は
、
そ
の
特
殊
事
惜
の

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
犬
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
三
七
一
）
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ゆ
え
に
、
最
も
濃
厚
に
、
且
つ
は
組
織
化
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
存
続
せ
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
本
稿
は

．
「
鉱
業
労
働
に
お
け
る
封
建
性
と
親
方
制
度
」
と
題
し
な
が
ら
、
そ
の
全
面
的
な
考
察
は
、
し
ば
ら
く
他
目
に
ゆ
ず
り
、
以
下
、
主

と
し
て
、
そ
の
解
体
過
程
に
関
連
し
て
、
若
干
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
鉱
業
に
拾
け
る
親
方
制
度
と
そ
の
特
異
性

　
わ
が
国
鉱
業
に
お
け
る
親
方
制
度
は
、
飯
場
制
度
若
く
は
納
屋
制
度
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
〔
尤
も
飯
場
の
呼
称
そ
れ
自
身
は
、
他
に

土
建
業
な
ど
に
あ
っ
て
も
存
す
る
〕
。
飯
場
制
度
と
は
、
主
と
し
て
金
属
鉱
山
に
あ
つ
て
の
呼
称
で
あ
り
、
納
屋
制
度
と
は
、
主
と
し
て

石
炭
鉱
山
〔
炭
坑
〕
で
の
呼
称
で
あ
る
が
、
そ
の
実
質
に
至
つ
て
は
、
両
者
ほ
と
ん
ど
区
別
す
べ
き
点
が
な
い
よ
う
に
お
も
う
た
だ

両
者
呼
称
の
こ
の
相
違
は
、
お
そ
ら
く
何
等
か
の
縁
由
が
あ
ろ
う
が
、
そ
の
詳
紬
は
未
だ
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
多
く
の
鉱
山
に
あ
っ
て
、
長
屋
建
て
の
数
組
乃
至
数
十
組
か
ら
成
る
飯
場
〔
若
く
は
納
屋
、
以
下
同
じ
〕
な
る
も
の
が
あ
り
、
労
働
者

達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に
分
属
し
、
そ
こ
で
飲
食
・
座
臥
を
共
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
普
通
各
組
毎
に
親
方
た
る
飯
場
頭
が
あ
り
、

〔
納
屋
頭
、
以
下
同
じ
〕
多
く
は
、
組
の
名
称
は
そ
の
親
方
の
姓
を
冠
し
て
呼
ぱ
れ
る
。
各
組
所
属
の
鉱
夫
〔
坑
夫
〕
は
、
す
な
わ
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
飯
場
頭
の
子
方
で
あ
っ
て
、
親
方
た
る
飯
場
頭
は
、
み
ず
か
ら
の
子
方
の
飲
食
の
世
話
か
ら
、
座
臥
・
進
退
．
風
紀
．

衛
生
等
の
一
切
の
取
締
と
保
護
に
任
ず
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
の
飯
場
頭
な
る
も
の
が
、
経
営
者
に
対
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
自
已

の
計
算
と
責
任
に
お
い
て
、
み
ず
か
ら
に
所
属
し
て
い
る
子
方
を
稼
働
さ
せ
る
と
い
う
基
本
的
関
係
に
よ
つ
て
で
あ
る
。
こ
れ
ネ
、
、

や
や
具
体
的
に
い
へ
ば
、
彼
は
、
子
方
た
る
労
働
者
の
募
集
雇
入
に
っ
き
、
ま
ず
、
こ
れ
が
折
衝
に
当
り
、
雇
傭
関
係
成
立
後
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
子
方
の
身
分
を
保
証
し
、
子
方
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
し
て
は
、
経
営
者
に
対
し
て
、
賠
償
の
責
任
さ



へ
負
う
。
そ
し
て
、
実
際
に
、
作
業
を
開
始
す
る
に
当
っ
て
は
、
全
子
方
の
仕
事
の
割
当
を
な
し
、
作
業
用
具
を
み
ず
か
ら
用
意
し

て
、
こ
れ
を
子
方
に
貸
与
す
る
。
叉
、
子
方
間
に
紛
議
が
生
じ
た
際
に
は
、
み
ず
か
ら
こ
れ
が
伸
裁
を
買
っ
て
出
る
等
及
。
鉱
山
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

編
纂
と
み
ら
れ
る
「
欽
夫
待
遇
事
例
」
　
〔
明
治
四
十
一
年
刊
〕
は
、
こ
の
飯
場
頭
の
職
能
に
麗
し
て
、
次
の
通
り
列
挙
し
て
い
る
。

『
一
、
鉱
夫
ノ
募
集
傭
入
二
閨
ス
ル
万
般
ノ
世
話
ヲ
為
ス
コ
ト

　
一
、
鉱
主
二
対
シ
鉱
夫
身
上
ノ
保
証
ヲ
為
ス
コ
ト

　
一
、
薪
二
傭
入
ノ
鉱
夫
二
対
シ
テ
ハ
納
屋
ヲ
供
給
シ
、
且
ツ
飲
食
品
及
鍋
釜
、
炊
事
具
等
ノ
家
具
用
晶
及
職
業
用
ノ
器
具
類
ヲ
貸

　
　
　
与
ス
ル
コ
ト

　
一
、
単
身
鉱
夫
ハ
自
己
ノ
飯
場
二
寄
宿
セ
シ
メ
、
飲
食
其
他
一
切
ノ
世
話
ヲ
為
ス
コ
ト

　
一
、
所
属
鉱
夫
ノ
繰
込
ヲ
為
シ
、
又
ハ
事
業
ノ
配
当
ヲ
為
シ
、
現
場
二
於
テ
其
監
督
ヲ
為
ス
コ
ト

　
一
、
所
属
鉱
夫
死
亡
、
負
傷
、
疾
病
等
ノ
節
、
相
当
ノ
保
護
ヲ
与
フ
ル
コ
ト

　
一
、
所
属
鉱
夫
巨
常
ノ
挙
動
二
注
意
シ
、
逃
亡
等
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

　
一
、
事
業
ノ
受
負
ヲ
為
シ
テ
所
属
鉱
夫
二
稼
行
セ
シ
ム
ル
コ
ト

　
一
、
所
属
鉱
夫
二
対
シ
テ
、
日
用
諸
品
ヲ
供
給
ス
ル
コ
ト

　
一
、
所
属
鉱
夫
ノ
賃
金
ヲ
一
括
シ
テ
鉱
主
ヨ
リ
受
取
リ
各
鉱
夫
二
配
付
ス
ル
コ
ト

　
一
、
鉱
夫
間
ノ
争
闘
、
紛
議
ヲ
伸
裁
シ
叉
ハ
和
解
ス
ル
コ
ト

　
一
、
鉱
山
ヨ
リ
鉱
夫
二
対
ス
ル
通
達
ヲ
取
次
キ
、
叉
鉱
夫
二
代
リ
鉱
主
二
事
情
ヲ
陳
ス
ル
コ
ト
』

　
た
だ
、
右
は
典
型
期
に
お
け
る
飯
場
頭
の
権
隈
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
限
の
す
べ
て
を
具
有
し
た

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
三
七
三
）
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四
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飯
場
頭
は
、
同
書
に
堕
言
す
る
通
り
、
若
干
そ
の
例
を
見
る
に
と
ど
ま
り
、
多
く
は
、
そ
の
重
要
な
る
一
二
、
若
く
は
よ
り
多
く
を

欠
き
・
時
と
し
て
は
・
単
に
、
『
独
身
者
ヲ
寄
宿
セ
シ
メ
テ
、
飲
食
其
他
日
常
ノ
世
話
ヲ
為
ス
ニ
遇
ギ
ザ
ル
」
も
の
さ
へ
あ
り
、
特

に
時
代
の
前
後
に
よ
っ
て
、
そ
の
権
限
に
い
ち
じ
る
し
い
相
違
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
に
や
や
詳
述
す
る
如
く
で
あ
る
。
だ
が
、
と

も
か
く
・
右
の
よ
う
な
各
条
項
を
一
覧
し
た
だ
け
で
、
彼
等
飯
場
頭
の
子
方
た
る
所
属
労
働
者
に
対
す
る
把
握
が
、
如
何
に
力
強
く
、

且
つ
直
接
的
－
あ
る
か
が
、
一
応
分
明
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
経
営
者
の
例
か
ら
み
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
労
務
管
理
上
の
一
切
を
、
彼
等

飯
場
頭
に
任
せ
得
て
、
全
く
安
泰
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
事
実
に
徴
す
る
も
、
労
働
者
の
自
覚
が
乏
し
か
っ
た
ゆ
え
も
あ

る
が
、
か
っ
て
は
、
職
制
上
、
今
巨
の
労
務
部
叉
は
労
務
課
は
お
ろ
か
、
労
務
掛
と
い
っ
た
も
の
さ
へ
、
ほ
と
ん
ど
何
処
に
も
み
ち

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
右
の
飯
場
制
度
と
相
並
ん
で
、
鉱
山
に
お
け
る
労
働
着
の
結
合
組
織
と
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
い
わ
ゆ
る
友
子
同
盟
、
若

く
は
友
子
組
合
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
親
方
子
方
と
い
っ
た
封
建
的
身
分
関
係
に
よ
っ
て
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
、
や
や
も
す
れ
ば
、
前
者
と
混
同
視
せ
ら
れ
易
い
が
、
こ
の
両
者
は
、
前
者
す
な
わ
ち
飯
場
制
度
が
、
前

述
の
通
り
、
飯
場
頭
た
る
親
方
を
中
心
と
し
た
一
個
の
労
働
組
織
と
し
て
、
一
鉱
山
限
り
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
、
す

な
わ
ち
友
子
同
盟
〔
若
く
は
友
子
組
合
〕
は
、
鉱
山
労
働
考
間
の
相
互
救
済
組
織
と
し
て
、
　
一
種
の
道
義
的
観
念
を
骨
子
と
し
て
結
ば

れ
た
、
い
わ
ば
、
友
梓
的
な
組
織
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
、
一
山
限
り
の
組
織
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
更
に
ひ
ろ
く
、
全
国

的
な
組
織
と
し
て
連
っ
て
い
た
点
に
お
い
て
特
色
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
裁
然
と
し
て
区
捌
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
だ

が
、
し
か
も
、
更
に
注
意
す
べ
き
は
、
現
実
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
後
者
の
組
織
の
中
心
人
物
た
る
べ
き
地
位
を
、
同
時
に
、

前
者
、
す
な
わ
ち
飯
場
制
凌
の
申
心
人
物
た
る
飯
場
頭
の
地
位
に
あ
る
も
の
そ
の
も
の
が
兼
ね
る
の
が
、
ほ
と
ん
ど
必
然
的
と
も
い



■

う
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
で
あ
り
、
後
者
に
お
け
る
加
盟
・
約
諾
・
除
名
・
責
務
等
は
す
こ
ぶ
る
厳
正
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
厳
正
な
規
約
そ
れ
自
体
、
前
者
に
お
け
る
労
務
の
円
滑
な
統
制
と
遂
行
を
可
能
な
ら
し
め
る
上
に
、
与
っ
て
大
い
に
力

が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
る
べ
き
で
な
い
と
お
も
う
。

三
、
典
型
期
に
わ
け
る
鉱
業
親
方
制
度
の
概
賂

　
鉱
業
に
お
け
る
親
方
制
度
の
彩
態
と
機
能
は
、
ほ
ぼ
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
個
別
的
に
み
た
実
態
と
し
て
は
、
も
と
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
若
干
の
特
徴
が
あ
っ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
、
こ
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
更
に
、
ほ
ぼ
典
型

的
と
お
も
わ
れ
る
時
期
に
お
け
る
、
若
干
の
欽
山
で
の
実
態
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
実
態
を
察
釦
す
べ
き
賠
資
料
と
し
て
、
「
鉱
夫
待
遇
事
例
」
に
拠
る
こ
と
と
す
る
〔
同
書
は
そ
の
凡
例
と
し
て
『
本
書
ハ

鉱
夫
待
遇
上
ノ
事
例
ヲ
摘
載
シ
参
考
ノ
資
料
二
供
ス
ル
ヲ
以
テ
趣
旨
ト
ス
』
以
下
簡
単
な
編
纂
方
針
を
記
す
だ
け
で
、
奥
附
も
な
く
、
編
纂
者
も
不
明

で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
農
商
務
省
鉱
山
局
の
編
纂
か
と
解
せ
ら
れ
、
全
十
四
章
、
三
百
七
十
頁
に
亘
つ
て
分
説
せ
ら
れ
、
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
関
す
る

貴
重
す
べ
き
好
資
料
で
あ
る
が
、
今
目
と
し
て
流
布
極
め
て
稀
で
あ
る
の
は
惜
む
べ
き
で
あ
る
。
　
「
明
治
四
十
一
年
一
月
十
二
目
印
刷
」
と
だ
け
末
尾

に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
記
事
の
内
容
は
、
主
と
し
て
、
同
三
十
九
年
頃
の
資
料
に
基
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
〕
。

　
ま
ず
、
当
時
〔
明
治
四
十
年
前
後
〕
に
お
け
る
親
方
制
度
〔
飯
場
制
度
〕
普
及
の
実
惜
を
み
よ
う
。
同
書
で
は
、
鉱
夫
五
百
人
以
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

使
用
す
る
鉱
山
に
つ
い
て
こ
れ
を
調
査
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
拠
る
と
、
金
属
鉱
山
に
あ
っ
て
は
、
五
〇
劣
が
飯
場
制
度
だ
け
を
採

り
、
他
に
直
轄
制
度
と
併
用
し
て
い
る
も
の
が
二
五
劣
あ
る
。
従
っ
て
、
と
も
か
く
飯
場
制
度
の
普
及
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
実

に
、
全
金
属
鉱
山
の
七
五
彩
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
み
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
石
炭
鉱
山
〔
炭
坑
〕
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
三
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
三
七
六
）

飯
場
制
度
〔
炭
坑
で
は
納
屋
制
度
と
い
う
場
合
が
多
い
が
〕
だ
け
と
い
う
の
は
比
較
的
す
く
な
く
、
二
六
彩
に
す
ぎ
な
い
が
、
直
轄
制
度

と
併
用
し
て
い
る
も
の
は
四
二
％
に
達
し
て
お
り
、
両
者
を
合
算
す
る
と
、
普
及
度
と
し
て
は
矢
張
り
六
八
劣
の
高
率
と
な
る
。
叉
、

金
属
・
石
炭
鉱
山
の
総
数
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
飯
場
制
度
だ
け
の
も
の
三
六
・
五
劣
、
直
轄
制
度
と
併
用
の
も
の
、
三
五
．
五
〆
と

な
り
、
全
体
と
し
て
飯
場
制
度
の
普
及
度
は
七
二
劣
と
な
る
。

　
こ
の
比
率
は
、
当
時
に
あ
っ
て
、
飯
場
制
度
の
麦
配
的
存
在
を
物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
し
か
も
、
同
書
で
は
、
鉱

夫
数
五
百
人
以
下
と
い
う
、
い
わ
ば
、
中
・
小
鉱
山
は
一
応
除
外
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
後
年
の
諸
資
料
に
よ
る
に
、
こ
の

よ
う
な
鉱
山
に
あ
っ
て
、
む
し
ろ
飯
場
制
度
が
強
く
、
永
続
し
勝
ち
で
あ
っ
た
点
か
ら
み
れ
ば
、
若
し
、
同
書
の
調
査
に
当
っ
て
、

こ
れ
ら
中
・
小
鉱
山
を
も
対
象
と
し
て
含
め
て
い
た
と
す
れ
ば
、
右
の
比
率
は
、
一
層
高
く
な
っ
て
い
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

　
次
に
示
す
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
お
け
る
、
代
表
的
鉱
山
で
の
飯
場
制
度
の
存
在
形
態
の
搦
略
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
〔
第
一
〕
　
金
属
鉱
山
に
お
け
る
飯
場
制
度
の
存
在
形
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

Ｈ
　
尾
去
沢
鉱
山
の
場
合
　
　
「
本
鉱
山
ハ
飯
場
制
度
ニ
シ
テ
、
飯
場
頭
三
名
、
村
方
総
代
ｎ
鍍
夫
中
ヨ
リ
任
命
ス
〕
三
名
ア
リ
テ
、

　
飯
場
頭
ハ
自
已
ノ
募
集
シ
タ
ル
鉱
夫
二
限
リ
、
其
他
ノ
鉱
夫
ハ
村
方
総
代
二
於
テ
傭
入
ヲ
為
シ
、
坑
内
ノ
見
廻
リ
、
取
締
ヲ
ナ
シ
、

　
及
鉱
業
人
ト
鉱
夫
間
二
於
ケ
ル
一
切
ノ
事
項
ヲ
処
理
ス
ル
ニ
ア
リ
テ
、
報
酬
ト
シ
テ
ハ
目
給
ヲ
支
給
セ
ラ
ル
、
ノ
外
、
飯
場
頭
ハ

　
自
巳
ノ
支
配
ス
ル
坑
夫
ノ
入
坑
数
二
依
リ
手
当
金
ヲ
鉱
業
人
ヨ
リ
支
給
ス
』

Ｈ
　
小
坂
鉱
山
の
場
合
　
　
『
本
鉱
山
ハ
主
ト
シ
テ
飯
場
制
度
二
依
ル
ト
難
モ
、
飯
場
二
居
住
セ
ザ
ル
欽
夫
全
体
ノ
取
締
ヲ
為
サ
シ

　
ム
ル
為
ノ
、
鉱
夫
中
ヨ
リ
鉱
夫
取
締
ナ
ル
モ
ノ
ニ
名
ヲ
選
出
シ
、
相
当
ノ
日
給
ヲ
支
給
シ
、
日
々
長
屋
ヲ
巡
視
セ
シ
ム
。

　
飯
場
頭
ハ
十
八
名
ア
リ
テ
、
鉱
夫
ノ
募
集
宿
泊
ヲ
専
業
ト
シ
、
飯
場
居
住
者
ノ
取
締
、
所
属
鉱
夫
ノ
賃
金
ヲ
受
領
シ
各
鉱
夫
二
分



　
配
ス
。
報
酬
ト
シ
テ
ハ
、
其
募
集
シ
タ
ル
鉱
夫
及
飯
場
二
居
住
ス
ル
鉱
夫
ガ
労
働
二
服
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
稼
働
巨
数
ヲ
標
準
ト
シ

　
手
当
ヲ
与
へ
、
叉
、
飯
場
頭
傭
入
ノ
鉱
夫
ニ
シ
テ
家
族
ヲ
有
シ
、
長
屋
二
居
住
ス
ル
モ
ノ
ニ
Ｆ
ニ
ツ
キ
一
時
金
二
円
以
上
七
円
以

　
内
ヲ
鉱
業
人
ヨ
リ
支
給
ス
』

…
［
　
足
尾
鉱
山
の
場
合
　
　
『
本
鉱
山
ハ
飯
場
制
度
ニ
シ
テ
、
頭
役
及
組
頭
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
置
キ
、
前
者
ハ
坑
夫
、
支
桂
夫
．
進
襲
夫

　
・
坑
内
運
転
夫
ヲ
支
配
シ
、
後
者
ハ
其
他
ノ
鉱
夫
ヲ
支
配
ス
。
而
シ
テ
其
職
務
ハ
鉱
夫
ノ
傭
入
レ
、
部
下
鉱
夫
ノ
飲
食
物
其
他
目

　
用
晶
ヲ
給
与
シ
、
賃
金
ノ
代
理
受
取
ヲ
為
シ
テ
之
ヲ
分
配
シ
〔
傭
入
後
三
ケ
月
二
至
リ
其
鉱
夫
ヲ
独
立
セ
シ
メ
、
物
晶
ノ
供
給
及

　
賃
金
ノ
支
払
ヲ
受
ケ
シ
ム
ル
モ
〕
、
鉱
夫
ノ
保
護
ト
監
督
ヲ
為
ス
。
其
報
酬
ハ
会
杜
ヨ
リ
頭
役
二
翰
頭
手
当
ト
入
坑
鉱
夫
取
扱
手

　
数
料
ヲ
給
ス
。
其
他
採
鉱
都
独
立
鉱
夫
ハ
一
ケ
月
間
二
於
ケ
ル
所
属
鉱
夫
ノ
入
坑
工
数
二
応
ジ
テ
支
給
ス
』

同
　
生
野
鉱
山
の
場
合
　
　
『
本
鉱
山
ハ
飯
場
制
度
ニ
シ
テ
、
都
屋
主
ナ
ル
モ
ノ
十
三
名
ヲ
置
ク
。
部
屋
主
ハ
出
鉱
課
並
二
製
鉱
課

　
所
属
鉱
夫
二
十
名
以
上
ヲ
供
給
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
之
レ
ヲ
許
可
シ
鉱
夫
ノ
募
集
傭
入
保
証
ヲ
為
シ
、
日
用
晶
ノ
供
給
、
賃
金
ノ

　
受
取
ヲ
為
サ
シ
ム
。
叉
、
鉱
夫
へ
金
円
ノ
貸
与
ヲ
ナ
シ
、
鉱
夫
一
切
ノ
取
締
二
任
ジ
、
其
不
晶
行
ヲ
誠
メ
、
目
寿
需
用
人
員
ノ
供

　
給
ヲ
ナ
シ
、
叉
仕
事
場
－
二
就
テ
勤
惰
ヲ
監
督
ス
。
其
他
欽
業
人
二
対
シ
テ
ハ
屠
住
及
ビ
生
計
上
二
関
ス
ル
一
切
ノ
事
項
二
関
シ
鉱

　
夫
ヲ
代
表
シ
、
其
責
二
任
ズ
ル
モ
、
都
屋
主
ハ
鉱
夫
ノ
業
務
上
二
・
付
テ
容
塚
ノ
権
ナ
ク
、
且
ツ
傍
ラ
鉱
夫
ヲ
兼
ヌ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

　
叉
部
屋
主
ヨ
リ
物
晶
ノ
供
給
ヲ
欲
セ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
、
一
定
ノ
金
円
ヲ
借
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
。
之
ヲ
金
定
量
ト
云
ヒ
、
稼
高
ノ
範
囲

　
内
二
限
リ
、
普
通
坑
夫
ニ
ハ
四
十
五
銭
、
手
子
ニ
ハ
三
十
銭
ヲ
貸
与
シ
、
而
シ
テ
月
八
歩
ノ
利
子
ヲ
徴
収
ス
。
若
シ
稼
高
範
囲
ヲ

　
超
過
セ
シ
ト
キ
ハ
、
月
一
割
ノ
利
子
ヲ
徴
収
ス
。

　
右
都
屋
主
ノ
手
数
料
ハ
鉱
夫
稼
働
目
数
二
応
ジ
支
給
ス
ル
ノ
外
、
自
己
ノ
出
勤
二
対
シ
、
所
属
鉱
夫
数
、
依
リ
、
三
十
銭
乃
至
五

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
け
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
…
七
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
～



　
　
　
立
叙
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
八
（
三
七
八
）

　
十
銭
ノ
巨
給
ヲ
受
ク
。

　
叉
、
当
鉱
山
ニ
ハ
鉱
夫
代
表
機
関
ト
シ
テ
、
大
当
番
十
人
当
番
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
鉱
夫
間
ノ
周
旋
世
話
ヲ
為
セ
リ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

　
〔
第
二
〕
　
宿
炭
鉱
山
〔
炭
坑
〕
に
お
け
る
飯
場
制
慶
の
葎
在
形
態

Ｈ
　
夕
張
第
一
薩
の
場
合
　
　
　
『
鉱
夫
長
屋
二
飯
場
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
単
身
鉱
夫
ヲ
寄
宿
セ
シ
メ
、
鉱
夫
二
飲
食
ヲ
供
給
シ
、
宿

　
泊
休
養
其
他
ノ
便
ヲ
与
フ
。
叉
、
賃
金
ヲ
代
理
受
領
ス
。
此
飯
場
ナ
ル
モ
ノ
、
目
下
二
十
ニ
ケ
所
ア
リ
テ
、
飯
場
頭
ハ
鉱
夫
募
集

　
ヲ
托
セ
ラ
レ
シ
ト
キ
目
当
ヲ
受
ク
ル
ノ
外
、
鉱
山
ヨ
リ
ハ
何
等
ノ
報
酬
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
シ
。

　
右
ノ
外
、
鉱
山
二
鉱
夫
世
話
役
ナ
ル
モ
ー
ア
リ
。
鉱
夫
志
願
者
二
鑑
札
ヲ
．
下
付
シ
、
鉱
夫
過
不
足
ノ
調
査
、
鉱
夫
間
ノ
苦
惜
争
議

　
ノ
和
解
、
鉱
夫
ノ
扶
助
ノ
申
立
、
其
他
鉱
夫
ノ
世
話
ヲ
為
シ
、
軽
微
ナ
ル
事
項
ハ
鉱
山
ト
鉱
夫
間
ノ
意
思
疏
通
ヲ
計
レ
リ
。
此
世

　
話
役
ハ
現
今
三
名
ニ
シ
テ
、
鉱
山
ノ
業
務
二
従
事
ス
ル
カ
故
二
、
一
定
ノ
報
酬
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
シ
』

Ｈ
　
薪
入
炭
坑
の
場
合
　
　
『
本
炭
坑
ハ
納
屋
制
度
ニ
シ
テ
、
納
屋
頭
三
十
名
ヲ
置
キ
、
鉱
夫
ノ
募
集
傭
入
及
其
身
分
ノ
保
証
、
稼

　
賃
金
ノ
代
受
ヲ
為
シ
、
叉
乙
種
鉱
夫
ノ
石
炭
殻
及
米
ノ
下
渡
ヲ
受
ケ
、
之
ヲ
各
鉱
夫
二
配
付
ス
ル
ノ
外
、
坑
内
二
於
ケ
ル
鉱
夫
ノ

　
指
揮
監
督
、
鉱
夫
坑
内
外
ノ
一
切
ノ
挙
動
ヲ
取
締
ル
。
其
報
酬
ハ
出
炭
高
賃
金
ヲ
標
準
ト
シ
、
七
分
乃
至
一
割
一
分
ノ
手
当
金
ヲ

　
鉱
業
人
ヨ
リ
受
ク
。
叉
巨
役
ヲ
便
用
ス
ル
ト
キ
ハ
其
給
料
ノ
八
分
ヲ
給
ス
。

　
叉
、
右
納
屋
頭
ノ
外
二
取
締
係
ナ
ル
モ
ノ
五
名
ア
リ
。
鉱
夫
ノ
取
締
二
従
事
シ
、
兼
テ
納
屋
頭
ヲ
モ
監
督
シ
、
一
目
一
回
坑
内
二

　
入
リ
取
締
ヲ
為
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
』

昌
　
上
山
田
炭
坑
の
場
合
　
　
　
『
本
炭
坑
ハ
純
然
タ
ル
納
屋
制
度
ニ
シ
テ
、
納
屋
頭
八
名
ヲ
置
キ
、
鉱
夫
ノ
募
集
傭
入
、
身
元
保
証
、

　
叉
ハ
、
単
身
者
ノ
賄
ヲ
為
シ
、
及
ビ
日
用
晶
ヲ
供
給
シ
、
叉
、
切
端
ノ
配
付
ヲ
受
ケ
テ
、
之
ヲ
部
下
ノ
鉱
夫
二
割
当
ヲ
ナ
シ
、
納



　
屋
ノ
分
配
、
鉱
夫
業
務
ノ
督
励
、
賃
金
ノ
代
理
受
取
ヲ
為
ス
。
其
報
酬
ハ
一
ケ
月
間
ノ
稼
賃
金
高
ヲ
標
準
ト
シ
、
鉱
業
人
ヨ
リ
支

　
給
ス
』

同
　
下
山
固
炭
坑
の
場
合
　
　
　
『
本
炭
坑
ハ
納
屋
制
度
ナ
ル
モ
、
普
通
納
屋
頭
ヨ
リ
其
権
限
ヲ
制
限
シ
、
普
通
廿
名
位
ノ
鉱
夫
ヲ
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ト
ノ
マ
・
十
人
長
カ
）

　
扱
フ
ヲ
目
的
ト
シ
、
鉱
夫
中
ヨ
リ
選
抜
シ
、
十
先
長
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ヲ
置
キ
、
鉱
夫
ノ
傭
入
保
証
其
他
一
切
ノ
世
話
ヲ
為
サ
シ
ム
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
其
報
酬
ト
シ
テ
ハ
所
属
鉱
夫
十
五
巨
間
ノ
稼
賃
金
高
ヲ
標
準
ト
シ
、
鉱
業
人
ヨ
リ
支
給
ス
一

　
以
上
、
煩
を
敢
て
し
て
、
数
例
を
揚
げ
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
「
鉱
夫
待
遇
事
例
」
そ
の
も
の
が
、
当
面
の
間
題
考
察
上
有
力
な

資
料
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
今
日
、
全
く
の
希
観
書
と
化
し
て
、
容
易
に
一
般
の
目
に
触
れ
難
い
存
在
で
あ
る
事
、
他
方
叉
、
右
に

よ
っ
て
、
等
し
く
飯
場
制
度
と
い
い
な
が
ら
、
各
地
各
鉱
山
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
扱
い
が
区
々
に
互
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
有
し

た
こ
と
が
う
か
が
い
釦
ら
れ
る
と
お
も
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
に
よ
っ
て
、
当
時
搦
し
て
『
純
然
タ
ル
納
屋
制
度
』
が

支
配
的
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
で
も
、
納
屋
頭
〔
飯
場
頭
〕
の
権
限
に
は
、
幾
分
ず
っ
の
相
違
が
あ
り
、
し
か
も
、

す
で
に
、
　
『
普
通
納
屋
頭
ヨ
リ
其
権
限
ヲ
制
限
』
す
る
も
の
が
生
れ
つ
っ
あ
っ
た
と
い
う
が
如
き
、
こ
の
制
度
そ
の
も
の
の
推
移
変

遷
を
察
知
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
情
は
、
右
に
例
示
し
た
も
の
以
外
に
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
『
従
来
飯
場
制
度
ナ
リ
シ
ヲ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

明
治
四
十
年
二
月
廃
止
シ
テ
直
轄
制
度
ト
シ
、
各
課
職
員
ヲ
シ
テ
所
属
鉱
夫
ノ
取
締
ヲ
為
セ
リ
』
　
〔
日
平
銅
山
〕
云
々
と
い
っ
た
も
の

が
生
じ
て
い
る
一
方
、
　
『
本
炭
坑
ハ
直
轄
納
屋
ノ
両
制
度
ナ
リ
シ
ヲ
、
明
治
三
十
六
七
年
ノ
頃
之
ヲ
廃
シ
直
轄
ト
為
セ
シ
モ
、
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

三
十
八
年
頃
ヨ
リ
、
大
部
分
二
納
屋
制
度
ヲ
復
活
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」
　
（
香
春
炭
鉱
）
云
々
と
あ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の

理
由
と
す
る
と
こ
ろ
の
説
明
を
欠
い
て
い
る
が
、
事
惜
は
、
か
な
ら
ず
し
も
単
一
で
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
と
も
か
く
、
後
に
示
す
資
料
か
ら
推
し
て
、
当
時
は
、
そ
の
後
、
第
一
次
欧
洲
大
戦
後
に
至
る
ま
で
の
期
間
を
含
め
て
、
飯
場
制

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
勢
莚
性
と
親
方
制
覧
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
三
七
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
一
〇
（
…
八
Ｏ
）

度
の
、
な
お
、
支
配
的
な
時
代
と
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
と
お
も
う
。
尤
も
、
こ
れ
は
後
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
年
勃

発
し
た
足
尾
鉱
山
の
騒
擾
事
件
を
目
し
て
、
　
『
会
杜
当
事
者
ノ
固
晒
ト
飯
場
頭
ノ
因
襲
的
専
横
』
に
対
す
る
、
無
知
鉱
夫
の
反
感
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

ら
出
て
い
る
と
す
る
見
解
〔
大
正
十
年
稿
「
足
尾
労
働
視
察
報
告
」
〕
が
あ
り
、
こ
の
封
建
的
な
組
織
に
対
す
る
反
感
は
、
典
型
的
存
在

形
態
と
し
て
普
及
し
て
い
た
当
時
、
す
で
に
早
く
一
部
に
は
産
れ
出
で
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
成
長
は
、

概
し
て
緩
慢
な
過
程
を
辿
っ
た
よ
う
で
あ
る
〔
な
お
後
述
参
照
〕
。

四
、
鉱
業
労
働
に
拾
け
る
封
建
性
と
親
方
制
度

　
鉱
業
方
面
に
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
の
労
働
関
係
の
封
建
性
の
有
力
な
温
床
は
、
親
方
制
度
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
封
建
性
の
濃

淡
は
、
親
方
制
度
そ
の
も
の
の
消
長
と
相
随
伴
す
る
も
の
と
み
て
、
ほ
ぽ
差
支
え
な
い
と
お
も
う
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な
前
提
の
下

に
、
鉱
業
労
働
に
わ
け
る
封
建
性
を
間
題
と
し
よ
う
。

〔
一
〕
　
雇
傭
関
係
に
お
け
る
封
建
性

　
い
、
募
集
方
法
　
鉱
夫
の
募
集
は
、
直
接
申
込
者
を
採
用
す
る
事
も
、
絶
無
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
む
し
ろ

稀
れ
で
あ
っ
て
、
多
く
は
、
鉱
山
職
員
が
直
接
出
張
し
て
募
集
す
る
か
、
飯
場
頭
の
伸
介
に
よ
り
募
集
し
た
も
の
で
、
特
に
、
飯
場

頭
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
鉱
夫
待
遇
事
例
」
に
拠
る
に
、
　
『
飯
場
頭
ヲ
シ
テ
募
集
セ
シ
メ
、
欽
山
直
接
二

雇
入
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ナ
シ
」
〔
尾
去
沢
鉱
山
〕
と
い
う
が
如
き
が
多
く
、
叉
、
『
部
屋
主
〔
註
、
飯
場
主
の
こ
と
〕
ヲ
介
シ
テ
傭
入
ヲ
ナ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

ヲ
常
ト
シ
、
偶
々
、
事
務
員
ヲ
各
地
二
派
遣
シ
募
集
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
モ
、
結
果
不
良
ナ
リ
』
〔
生
野
鉱
山
〕
と
い
い
、
　
『
鉱
山
直
接

二
傭
入
ヲ
為
ス
場
合
ト
頭
ノ
伸
介
二
依
リ
傭
入
ヲ
為
ス
場
合
ト
ノ
ニ
ァ
リ
』
〔
釜
石
鉱
山
〕
と
い
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
　
『
直
接
募



集
ノ
ト
キ
ハ
現
場
役
員
二
頭
叉
ハ
職
頭
ヲ
附
随
セ
シ
メ
テ
派
遣
』
す
る
と
い
っ
た
、
実
質
的
に
は
、
主
と
し
て
飯
場
頭
に
依
存
す

る
も
の
で
あ
っ
た
Ｃ
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
飯
場
制
度
が
、
当
時
支
配
的
彩
態
だ
っ
た
こ
と
と
相
表
裏
す
る
事
実
と
解
せ
ら

れ
よ
う
。

　
そ
し
て
・
こ
の
よ
う
に
・
雇
傭
関
係
発
生
の
端
緒
た
る
募
集
に
、
飯
場
頭
が
主
と
し
て
当
っ
た
こ
と
か
ら
、
　
『
鉱
夫
ノ
募
集
宿
泊

ヲ
専
業
ト
シ
・
飯
場
屠
佳
者
ノ
取
締
、
所
属
鉱
夫
賃
金
ヲ
受
領
シ
、
各
鉱
夫
二
分
配
』
す
る
の
を
任
と
し
た
飯
場
頭
の
権
威
を
大
な

ら
し
め
・
一
般
鉱
夫
を
身
分
的
に
さ
え
支
配
せ
し
め
勝
ち
で
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
こ
で
の
封
建
性
が
、
極
度
に
濃
厚
で
あ
っ
た
の
も
、

ほ
と
ん
ど
必
然
的
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
募
集
競
争
の
激
化
す
る
や
、
し
ば
し
ぱ
、
鉱
夫
の
争
奪
戦
が
展
開
せ
ら
れ
、

甘
言
を
以
て
・
こ
れ
を
誘
う
が
如
き
こ
と
が
、
常
套
手
段
と
せ
ら
れ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
　
『
甚
ダ
シ
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
甲
募
集
人
ノ

坑
夫
ヲ
金
銭
飲
食
ヲ
以
テ
乙
募
集
人
引
込
ミ
、
為
メ
ニ
坑
夫
ハ
其
ノ
時
機
ヲ
謀
リ
、
甲
募
集
人
ノ
借
峰
ヲ
踏
ミ
倒
シ
、
乙
募
集
人
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２

至
ル
等
種
麦
ノ
手
段
二
罹
リ
、
大
二
彼
等
ヨ
リ
籍
絡
セ
ラ
レ
、
取
締
上
甚
ダ
不
都
合
ノ
廉
勘
ナ
カ
ラ
ズ
』
と
い
っ
た
弊
風
が
稀
で
な

か
っ
た
。

　
向
・
雇
傭
契
約
芽
　
応
募
者
に
対
し
て
は
、
鉱
山
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
本
人
の
原
籍
、
生
年
月
日
系
累
の
有
無
．
教

育
の
程
度
等
を
調
査
し
、
体
格
検
査
に
合
格
し
た
も
の
を
採
用
す
る
。
採
用
確
定
者
に
対
し
て
は
、
雇
傭
契
約
書
に
飯
場
頭
を
し
て

連
署
せ
し
め
て
提
出
さ
せ
る
。
雇
傭
期
間
は
概
し
て
一
ヶ
年
と
す
る
が
一
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
継
続
せ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

然
し
・
こ
れ
に
関
連
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
な
前
貸
金
を
理
由
と
し
て
、
や
や
も
す
れ
ば
本
人
の
意
思
を
無
視
し
て
の
、
拘
束
を
敢

て
す
る
と
い
っ
た
人
権
無
視
の
悪
風
が
、
み
ら
れ
、
ま
し
て
、
期
間
中
は
、
雇
傭
契
約
書
に
『
契
約
坑
夫
ハ
期
限
内
ト
難
モ
、
近
親
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

疾
病
其
ノ
他
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
ノ
為
メ
帰
郷
ヲ
申
出
ズ
ル
場
合
ハ
之
ヲ
許
容
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ベ
シ
』
な
ど
と
あ
る
如
き
は
、
脱
出

　
　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
一
一
（
三
八
一
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
三
八
二
）

逃
走
を
危
倶
す
る
鉄
り
、
ほ
と
ん
ど
画
餅
と
い
う
に
等
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
〕
局
島
炭
坑
夫
虐
遇
ノ
実
況
」
の
一
繭
に
、
同
炭

坑
飯
場
制
度
下
に
お
け
る
、
労
働
者
へ
の
圧
制
振
り
を
指
弾
し
て
、

　
『
請
負
人
乃
チ
納
屋
頭
ナ
ル
者
ヲ
設
ケ
、
坑
夫
ヲ
雇
入
レ
且
取
締
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
リ
。
納
屋
頭
ハ
各
地
方
ノ
博
徒
其
ノ
他
ノ
者
二

　
依
頼
シ
、
殆
ン
ド
誘
拐
同
様
ノ
手
段
ニ
テ
雇
入
レ
タ
レ
バ
、
目
下
本
坑
二
従
事
ス
ル
坑
夫
ハ
皆
其
ノ
姦
計
二
陥
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
悔

　
ヒ
、
非
慣
激
昂
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
…
…
サ
レ
バ
之
等
ノ
者
ハ
皆
歎
臓
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
知
ル
ニ
及
ビ
、
請
負
人
等
二
向
ヒ
、
種
々

　
談
判
ヲ
為
ス
ト
難
モ
、
更
二
受
付
ケ
ザ
レ
バ
、
衆
成
ナ
悲
憤
号
芙
シ
、
或
ハ
海
中
二
身
ヲ
投
ジ
、
或
ハ
山
上
二
飢
死
シ
、
叉
ハ
坑

　
申
二
於
テ
屠
腹
纏
死
ス
ル
等
、
共
惨
酷
亡
状
実
二
満
身
粟
立
ス
ル
ヲ
覚
ユ
ル
ナ
リ
。
然
ル
ニ
、
請
負
人
乃
チ
納
屋
頭
ト
称
ス
ル
数

　
人
ノ
者
等
、
斯
ル
不
正
ノ
手
続
キ
ニ
テ
携
へ
来
レ
ル
坑
夫
ヲ
分
割
シ
、
各
自
共
ノ
小
屋
二
笛
メ
置
キ
、
非
常
ノ
労
働
二
服
役
セ
シ

　
メ
、
炭
坑
杜
ハ
共
賃
銀
ヲ
直
接
二
坑
夫
等
二
贈
与
セ
ズ
、
納
屋
頭
二
下
附
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
坑
夫
中
ヨ
リ
炭
坑
杜
二
苦
状
ヲ
訴
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

　
　
　
　
　
　
　
１

，
ル
ヲ
許
サ
ザ
ル
也
』

云
寿
と
論
難
し
、
当
時
の
杜
会
の
耳
目
を
奪
働
せ
し
め
た
。
こ
れ
に
は
多
少
の
扮
飾
が
あ
る
に
し
て
も
、
今
、
こ
れ
ら
納
屋
頭
達
が

同
島
人
民
総
代
と
取
替
わ
し
た
「
約
定
書
」
な
る
も
の
が
厳
存
し
、
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
　
『
各
納
屋
坑
夫
ニ
シ
テ
、
…
・
：
或
ハ
山
林
畑

地
に
潜
伏
ス
ル
者
・
－
・
－
其
他
脱
走
セ
ン
ト
ス
ル
者
ア
ル
ヲ
認
ム
ル
等
ノ
コ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
、
直
二
取
押
へ
雇
主
二
報
釦
ス
ル
事
』
等

　
　
　
　
　
　
　
の

が
申
合
さ
れ
て
い
る
〔
明
治
十
九
年
九
月
〕
か
ら
、
全
然
事
実
無
根
の
言
辞
と
み
る
こ
と
は
、
到
底
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

他
の
鉱
山
で
同
様
の
事
態
に
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
程
度
を
異
に
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
な
か
っ
た
わ
け
で
な

い
よ
う
で
あ
る
。

〔
二
〕
　
労
働
組
繊
に
お
け
る
封
建
性



　
鉱
業
労
働
組
織
に
お
け
る
封
建
性
は
、
最
も
端
的
に
親
方
制
度
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
。
前
揚
「
鉱
夫
待
遇
事
例
」
に
列
挙
し
て

い
る
飯
場
頭
の
職
能
中
、
直
接
こ
こ
に
麗
連
し
た
条
項
を
示
せ
ば
、

　
Ｈ
、
所
属
鉱
夫
ノ
繰
込
ヲ
為
シ
、
叉
ハ
事
業
ノ
配
当
ヲ
為
シ
、
現
場
二
於
テ
其
監
督
ヲ
為
ス
コ
ト

　
Ｈ
、
事
業
ノ
受
負
ヲ
為
シ
テ
所
属
鉱
夫
二
稼
行
セ
シ
ム
ル
コ
ト

の
二
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
労
働
組
織
と
し
て
み
れ
ば
、
す
べ
て
飯
場
頭
を
中
心
と
し
、
時
と
し
て
そ
の
代
理
者
〔
人
繰
り
．
助
手
等
の

名
称
が
あ
る
〕
を
置
き
、
そ
の
全
部
下
を
統
轄
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
際
、
飯
場
頭
の
権
威
は
、
ほ
と
ん
ど
絶
対
的
と
い
う
べ

き
を
普
通
と
し
た
。
や
や
具
体
的
に
説
明
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
Ｈ
鉱
夫
の
繰
込
み
と
は
、
坑
内
夫
を
入
坑
さ
せ
る

こ
と
を
い
い
、
そ
れ
は
、
前
巨
申
に
、
明
朝
入
坑
す
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
お
き
〔
も
ち
ろ
ん
、
故
な
く
濫
り
に
休
ま
せ
な
い
〕
、
入
坑

予
定
者
に
つ
い
て
、
起
床
入
坑
を
督
促
し
、
採
鉱
伝
票
・
安
全
燈
借
用
伝
票
に
氏
名
そ
の
他
を
記
入
し
与
う
。
Ｈ
事
業
配
当
と
は
、

そ
の
時
表
の
借
況
に
応
じ
、
適
当
に
、
作
業
の
分
担
を
各
鉱
夫
に
指
示
し
、
こ
れ
を
遂
行
さ
せ
る
も
の
で
、
こ
の
際
、
作
業
の
現
場

を
巡
回
し
て
、
鉱
夫
の
勤
怠
を
監
視
し
、
同
時
に
危
害
予
防
の
注
意
を
与
へ
、
採
鉱
方
法
等
に
関
し
て
適
切
な
塑
言
を
す
る
。
昌
右

の
外
、
新
入
鉱
夫
に
対
し
て
は
、
特
に
、
有
付
と
称
し
て
、
作
業
個
所
を
賦
与
す
る
と
共
に
、
そ
の
個
所
と
し
て
の
採
掘
技
術
を
指

導
教
授
す
る
と
い
う
重
任
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
な
お
、
Ｈ
の
『
事
業
ノ
受
負
ヲ
為
シ
テ
所
属
鉱
夫
二
稼
行
セ
シ
ム
ル
』
場
合
に
は
、

実
質
上
、
お
そ
ら
く
い
わ
ゆ
る
労
務
供
給
請
負
業
〔
親
方
〕
と
し
て
の
存
在
に
外
な
ら
ず
、
更
に
こ
れ
は
、
売
炭
権
を
こ
そ
有
し
な
い

が
、
石
炭
鉱
業
界
に
い
う
と
こ
ろ
の
斤
先
人
と
、
ほ
と
ん
ど
区
別
出
来
な
い
存
在
と
ま
で
成
長
〔
出
炭
販
売
受
託
と
い
っ
た
形
式
の
下
に
〕

す
る
場
合
も
絶
無
で
な
か
っ
た
。

　
お
よ
そ
、
以
上
の
よ
う
な
組
織
下
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
お
け
る
飯
場
頭
と
そ
の
所
属
鉱
夫
と
の
関
係
が
、
極
め
て
封
建
的
従
属
関

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
け
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
（
三
八
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
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．
　
一
四
（
三
八
四
）

係
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
事
は
、
む
し
ろ
、
当
然
と
す
べ
く
、
し
か
も
、
そ
れ
は
、
さ
き
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る

友
子
同
盟
と
い
っ
た
身
分
的
な
結
合
関
係
と
密
接
不
離
な
関
連
を
持
っ
た
以
上
、
な
お
さ
ら
強
化
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
な
お
叉
、
労
働
組
織
と
直
接
の
麗
係
は
な
い
が
、
例
へ
ば
前
述
し
た
募
集
雇
入
に
関
し
て
の
飯
場
頭
の
積
極
的
役
割
、
そ
の

他
、
鉱
夫
雇
入
の
際
、
更
に
は
、
従
業
中
に
お
け
る
鉱
山
よ
り
の
前
貸
金
に
対
す
る
保
証
、
飯
場
頭
へ
の
賃
金
の
一
括
支
払
、
日
常

生
活
万
般
の
世
話
監
督
、
特
に
負
傷
疾
病
吉
凶
等
に
わ
け
る
種
序
の
援
助
、
鉱
夫
相
互
間
の
紛
争
の
調
停
伸
裁
等
序
、
い
ず
れ
も
み

な
、
飯
場
頭
と
そ
の
所
属
鉱
夫
と
の
、
親
方
子
方
的
な
関
係
、
そ
こ
に
お
け
る
封
建
性
の
維
持
．
存
続
の
、
力
強
い
支
柱
と
い
う
べ

き
で
あ
っ
た
。

〔
三
〕
　
．
賃
金
制
度
に
お
け
る
封
建
性

．
賃
金
制
度
に
お
け
る
封
建
性
に
関
連
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
前
貸
制
．
一
括
支
払
制
及
び
物
資
供
給
制
等
で
あ
ろ
う
。

　
Ｈ
、
前
貸
制
　
前
貸
制
な
る
も
の
が
一
般
的
に
い
つ
て
、
経
営
主
と
し
て
、
労
働
者
の
生
活
上
余
裕
に
乏
し
い
実
情
に
乗
じ
て
、

賃
金
の
一
部
を
前
渡
す
る
事
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
拘
束
し
、
必
要
労
働
力
を
継
続
的
に
確
保
す
る
た
め
に
採
ら
れ
、
連
鎮
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

役
割
を
祷
っ
た
巧
妙
な
手
段
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
必
然
的
に
封
建
性
の
浸
透
を
み
る
事
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の

事
情
は
、
鉱
業
の
方
面
に
あ
っ
て
も
決
し
て
例
外
で
な
く
、
却
っ
て
、
極
め
て
顕
著
に
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
杜
会
局
監
督
課
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

「
鉱
夫
募
集
及
其
移
動
状
況
二
関
ス
ル
調
査
一
　
（
大
正
八
年
乃
至
十
年
の
調
査
）
が
こ
の
制
度
の
必
然
性
と
そ
の
弊
害
を
次
の
如
く
説

い
て
い
る
の
は
、
適
切
だ
と
思
う
Ｃ

　
『
九
州
炭
田
ニ
ハ
、
古
ク
ヨ
リ
雇
入
ノ
際
前
貸
ヲ
為
ス
風
ア
リ
〔
註
、
九
州
炭
田
に
灰
ら
ね
〕
。
現
在
ニ
テ
モ
肯
一
般
二
行
ハ
レ
一

　
朝
労
働
二
対
ス
ル
需
要
増
大
シ
、
募
集
困
難
ヲ
訴
フ
ル
ニ
至
ル
ヤ
、
前
貸
金
額
ヲ
逓
増
シ
テ
鉱
夫
箏
奪
ノ
具
ト
ナ
ス
ヲ
常
ト
ス
。



　
前
貸
金
ノ
制
度
ハ
貯
蓄
心
及
貯
蓄
カ
ニ
乏
シ
キ
鉱
夫
ニ
ト
ツ
テ
ハ
、
極
メ
テ
便
ナ
ル
ベ
キ
モ
、
之
二
伴
フ
弊
害
モ
亦
勘
ナ
カ
ラ
ズ
。

　
即
チ
前
貸
金
ハ
債
務
関
係
ヲ
以
テ
鉱
夫
ヲ
拘
束
シ
、
其
移
動
ノ
自
由
ヲ
著
シ
ク
制
限
ス
ル
一
面
ヲ
有
ス
ル
ト
共
二
、
叉
前
貸
制
度

　
ノ
存
ス
ル
ガ
為
メ
、
前
貸
ヲ
目
的
ト
シ
テ
転
々
シ
、
反
ツ
テ
移
動
ヲ
多
ク
ス
ル
．
ノ
事
実
モ
ア
リ
。
然
シ
テ
、
転
々
ス
ル
間
二
前
貸

　
金
ノ
踏
倒
ヲ
為
ス
モ
ノ
頻
出
ス
ル
ニ
至
ル
ハ
、
自
然
ノ
数
ナ
リ
ト
謂
フ
ベ
シ
。
其
他
前
貸
金
ノ
存
在
ハ
、
鉱
夫
ノ
貯
蓄
心
ノ
向
上

　
ヲ
阻
害
シ
、
従
ツ
テ
鉱
夫
地
位
ノ
改
善
二
対
シ
、
大
ナ
ル
障
擬
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
。
心
ア
ル
鉱
業
経
営
者
ハ
之
ガ
一
般
的
廃
止
ヲ

　
主
張
シ
、
自
ラ
率
先
シ
テ
全
廃
ス
ル
モ
ノ
無
キ
ニ
ァ
ラ
ザ
ル
モ
、
筒
一
般
ニ
ハ
鉱
夫
募
集
人
方
便
ト
シ
テ
、
依
然
ト
シ
テ
行
ハ
ル

　
ル
ハ
嘆
ズ
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
』
云
序
と
。

　
今
少
し
く
、
右
を
補
足
し
て
説
明
す
る
。
ま
ず
、
い
う
が
如
く
、
前
貸
金
を
踏
倒
し
て
転
々
す
る
鉱
夫
あ
る
は
事
実
で
あ
る
が
、

同
時
に
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
を
未
然
に
防
止
せ
ん
と
す
る
措
置
を
必
至
な
ら
し
め
た
も
の
で
、
こ
れ
が
必
要
以
上
に
、
し
か
も
、
鉱

夫
の
自
由
を
無
視
し
た
、
い
わ
ゆ
る
人
権
曝
麗
的
な
も
の
に
な
り
勝
ち
で
あ
っ
た
点
に
、
大
き
な
間
題
が
あ
る
と
思
う
。

　
な
お
、
前
貸
金
は
、
鉱
夫
同
々
の
稼
賃
金
の
う
ち
か
ら
、
そ
の
一
割
内
外
を
控
除
し
て
回
収
す
る
の
を
通
常
と
し
た
が
、
鉱
夫
逃

走
の
た
め
回
収
不
能
と
な
み
も
の
が
相
当
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
前
揚
書
に
は
、
こ
れ
に
関
し
て
次
の
表
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

〔
第
一
表
〕
　
前
貸
金
回
収
不
能
額
表

篶鉱

山
数

大
　
正

八
　
年

福
岡
県
一
五
三
「
二
六
五
・
一
引
五
叩
二

長
實
一

佐
賀
県
一
　
八

一
六
、
三
四
六
、
三
二

大
　
正
　
九
　
年

大
　
正

十
　
年

三
八
・
吾
七
州
・
七
丁
二
八
・
八
一
へ
・
二

三
二
、

　
三
、

七
二
八
、
五
三

〇
七
八
、
五
五

、

三
〇
五
、

九
四

計

四
、
二
二
五
、
九
六
一

，
．
ズ
、
四
三
、
六
六
一

六
一
二
、
六
五
〇
、
二
一

　
五
〇
、
三
八
○
、
七
六

　
ニ
ニ
、
七
一
七
、
一
七

わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）

一
五
（
三
八
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
（
…
八
六
）

〔
備
　
　
考
〕

一
・
右
表
二
掲
ゲ
タ
ル
橿
岡
県
五
十
三
鉱
山
二
於
ケ
ル
大
正
十
年
六
月
末
現
在
使
用
鉱
夫
数
ハ
、
九
三
、
五
四
五
名
ニ
シ
テ
同
期
二
於
ケ
ル
三
池
ヲ

　
除
キ
タ
ル
県
下
石
炭
山
鉱
夫
総
数
ニ
ニ
五
、
〇
九
七
名
二
対
シ
、
六
九
、
二
％
ヲ
占
ム
。

二
・
長
崎
県
下
十
一
山
ノ
使
用
鉱
夫
ハ
一
七
、
五
三
一
名
ニ
シ
テ
、
県
下
石
挨
山
鉱
夫
総
数
二
四
、
一
九
八
名
二
対
シ
、
七
二
、
四
％
ヲ
占
ム
。

三
・
佐
賀
県
下
ハ
鉱
山
ノ
使
用
鉱
夫
数
二
二
、
三
三
八
名
ニ
シ
テ
、
県
下
石
炭
山
鉱
夫
総
数
二
三
、
九
四
三
名
二
対
シ
、
五
五
、
七
％
ヲ
占
ム
。

　
と
こ
ろ
で
、
間
題
は
更
に
、
こ
の
回
収
不
能
額
が
貸
附
総
額
に
対
し
て
、
果
し
て
、
ど
の
程
度
の
比
率
を
占
め
た
か
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
麗
し
て
は
、
不
十
分
な
資
料
し
か
な
い
が
、
例
へ
ば
、
福
岡
県
下
二
十
二
鉱
山
の
分
に
つ
い
て
、
大
正
八
年
乃
至
同
十
年
間

の
貸
附
金
総
額
八
七
〇
、
八
三
九
円
五
三
に
対
し
、
回
収
不
能
額
は
二
一
五
、
七
二
三
円
三
五
を
数
へ
、
約
一
四
．
四
彩
に
当
り
、

長
崎
県
下
六
鉱
山
の
平
均
に
よ
る
と
、
約
一
〇
劣
に
当
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
般
に
比
較
的
多
額
の
前
貸
を
す
る
と
認
め
ら
れ
る

同
県
松
浦
郡
地
方
〔
こ
の
地
方
は
、
比
較
的
零
紬
な
衆
坑
が
多
く
、
す
べ
て
の
点
に
わ
い
て
封
建
性
が
特
に
濃
厚
に
残
存
す
る
〕
で
、
最
も
低
率

〔
八
・
八
％
〕
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
見
す
こ
ぶ
る
奇
異
の
感
が
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
地
方
で
の
鉱
夫
が
、
債
務
の
た
め
に

束
縛
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
比
較
的
大
き
い
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
Ｈ
、
一
括
支
払
制
　
こ
れ
は
、
労
働
の
対
価
た
る
賃
金
が
、
個
表
の
労
働
者
に
直
接
支
払
わ
れ
ず
、
彼
等
を
子
方
と
し
て
隷
属
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

係
に
お
く
親
方
に
対
し
て
、
一
括
し
て
支
払
わ
れ
る
制
度
を
い
、
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
最
も
間
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
際
、
親
方
が

全
く
自
己
の
独
断
で
、
一
括
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
幾
分
か
を
、
必
ら
ず
天
引
し
て
、
そ
の
所
属
労
働
者
に
残
り
を
渡
す
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
こ
れ
が
、
か
っ
て
、
か
な
り
ひ
ろ
く
一
般
に
行
わ
れ
て
、
間
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
事
は
、
さ
き
に
や
や
詳
工
く
指
摘

し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
惜
も
、
鉱
業
方
面
で
は
、
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
時
と
し
て
勃
発
し
た
鉱
山
で
の



騒
擾
事
件
に
あ
っ
て
、
経
営
当
局
だ
け
で
な
く
、
飯
場
頭
そ
の
も
の
が
そ
の
攻
撃
の
対
象
と
せ
ら
れ
、
飯
場
制
度
の
撤
廃
が
そ
の
要

求
個
条
の
一
に
揚
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
が
あ
恥
が
、
こ
れ
ら
は
、
一
っ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
中
間
搾
取
を
非
難
す
る
意
も
込
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
申
間
搾
取
は
、
大
き
な
弊
風
と
し
て
、
敗
戦
後
労
働
基
準
法
．
職
業
安
定
法
等
に
よ
っ
て
厳
禁

せ
ら
れ
る
こ
と
＼
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
一
火
の
具
体
的
事
例
を
示
す
代
り
に
、
か
っ
て
昭
和
初
年
〔
昭
和
三
年
〕
に
、

こ
れ
を
改
め
て
、
賃
金
直
接
支
払
制
と
す
る
に
つ
い
て
、
そ
の
可
否
如
何
を
某
鉱
山
で
各
鉱
長
に
諮
間
し
た
際
の
答
申
の
う
ち
、
注

　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
２

目
す
べ
き
一
二
を
示
し
、
当
時
の
当
局
者
の
見
解
の
一
端
を
窺
っ
て
み
よ
う
。

　
そ
れ
に
は
、
－
鉱
長
の
如
く
、
　
『
鉱
夫
世
話
役
各
人
間
ノ
貸
借
金
ヲ
、
各
調
印
ノ
上
屈
出
シ
メ
支
払
額
ヨ
リ
撞
除
』
す
る
こ
と
と

す
れ
ば
、
可
な
ら
ん
と
い
っ
た
賛
成
論
も
出
た
が
、
他
は
い
ず
れ
も
、
こ
れ
に
反
対
で
、
そ
の
趣
旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｈ
、
”
鉱
長
の
見
解
　
『
役
箇
所
二
於
ケ
ル
鉱
夫
ノ
一
目
ヨ
リ
十
五
同
稼
動
シ
テ
、
其
賃
金
ヲ
受
ク
ル
迄
ニ
ハ
ニ
十
五
目
ヲ
要
ス
。

　
其
期
間
二
於
ケ
ル
鉱
夫
ノ
生
活
費
及
就
業
用
晶
代
ハ
全
部
世
語
役
ヨ
リ
貸
与
セ
リ
。
若
シ
、
個
人
払
ト
ナ
ル
時
ハ
、
世
話
役
二
於

　
テ
貸
与
セ
ル
費
用
ノ
回
収
ハ
非
常
二
困
難
ト
ナ
リ
、
世
話
役
二
於
テ
鉱
夫
ノ
申
出
通
リ
毎
日
ノ
費
用
貸
与
ヲ
逮
巡
ス
ル
ニ
至
ル
ベ

　
ク
、
延
イ
テ
ハ
鉱
夫
ノ
生
活
状
態
二
脅
威
ヲ
受
ケ
、
就
業
能
率
二
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ボ
シ
、
遂
ニ
ハ
異
動
ヲ
ミ
ル
ニ
モ
至
ラ
ン
。

　
役
箇
所
稼
働
欽
夫
ハ
大
部
分
二
負
債
ア
ル
模
様
ナ
リ
。

　
今
、
跡
騎
賃
ノ
如
キ
賃
金
ヲ
各
個
人
払
ト
ス
レ
バ
、
其
負
債
ノ
整
理
ヲ
一
先
ヅ
完
了
シ
、
其
後
稼
働
鉱
夫
ノ
毎
日
ノ
生
活
費
及
ビ

　
就
業
用
晶
代
ハ
所
二
於
テ
負
担
貸
与
シ
、
給
料
払
二
於
テ
稼
高
ヨ
リ
撞
除
ス
ル
カ
、
叉
ハ
毎
日
世
話
役
ヨ
リ
右
費
用
ヲ
貸
与
セ
シ

　
メ
、
毎
半
期
毎
二
、
鉱
夫
ト
連
名
ニ
テ
、
其
貸
与
費
用
明
紬
ヲ
報
告
セ
シ
メ
、
給
料
払
ノ
際
其
稼
高
ノ
一
都
ハ
直
接
各
個
人
二
抵

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
（
三
八
七
）



　
　
　
立
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一
八
（
三
八
八
）

　
渡
シ
、
残
都
ハ
世
語
役
ヨ
リ
提
出
セ
ル
貸
与
費
用
ノ
盤
除
二
充
当
ス
ル
ガ
如
キ
方
法
ヲ
採
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

　
要
ス
ル
ニ
、
個
人
払
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
大
ナ
ル
支
障
ア
ル
モ
ノ
ト
認
ム
』

Ｈ
，
１
鉱
長
の
見
解
　
『
行
程
抵
賃
金
ハ
従
来
半
期
毎
ノ
支
払
ナ
ル
為
、
世
話
役
ハ
稼
高
証
明
書
二
依
リ
、
巨
用
晶
其
他
ノ
講
入
ヲ
ナ

　
シ
、
鉱
夫
ノ
半
期
間
ノ
購
入
ヲ
ナ
シ
、
鉱
夫
ノ
半
期
間
ノ
生
活
ヲ
保
証
シ
居
レ
リ
。
然
ル
ニ
、
之
ヲ
本
人
直
接
払
ト
ナ
ス
ト
キ
ハ
、

　
此
制
度
ヲ
廃
止
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
サ
ス
レ
バ
、
彼
等
鉱
夫
ノ
半
期
間
二
於
ケ
ル
生
活
ハ
如
何
ナ
ル
方
法
ニ
ョ
リ
保
証
ス
ル
ヤ
。

　
此
点
直
チ
ニ
支
障
ヲ
来
ス
。

　
筒
、
世
話
役
ノ
肩
入
金
等
モ
、
賃
金
ガ
直
接
本
人
ノ
手
二
入
ル
ト
キ
ハ
、
毎
目
払
鉱
夫
ト
異
ナ
リ
、
回
収
上
頗
ル
困
難
ヲ
来
ス
コ

　
ト
ト
思
惟
ス
』

　
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
現
行
制
度
の
弊
害
に
っ
い
て
は
、
何
等
言
及
す
み
事
な
く
、
い
た
ず
ら
に
、
凪
襲
墨
守
的
な
よ
う
に
も
解
せ

ら
れ
よ
う
が
、
同
時
に
、
現
地
の
声
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
主
張
が
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
の
う
ち
に
、
一
部
に
論
難
せ
ら
れ
な
が

ら
、
親
方
制
度
の
下
で
の
賃
金
一
括
支
払
制
〔
延
い
て
は
そ
こ
に
お
け
る
中
間
搾
取
〕
が
、
牢
固
と
し
て
抜
き
難
い
、
力
あ
る
存
在
で
あ

っ
た
事
を
思
い
み
る
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
。

自
、
物
資
供
給
制
　
こ
れ
は
、
米
麦
そ
の
他
の
食
料
晶
を
主
と
し
、
目
常
生
活
要
晶
を
供
給
し
た
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
時
と
し

て
・
現
物
給
と
し
て
、
賃
金
の
一
部
ゼ
構
成
し
て
い
た
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
然
し
、
鉱
山
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
が
経
営
者
直
接
で
な

く
、
飯
場
頭
等
の
手
を
介
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
勘
く
な
ノ
＼
こ
こ
で
も
又
、
し
ば
し
ば
申
問
搾
取
が
行
わ
れ
勝
ち
で
あ
っ
て
、
問

題
が
あ
っ
た
。
特
に
、
こ
れ
が
、
前
揚
の
賃
金
一
括
支
払
制
と
不
可
分
に
結
合
し
、
賃
金
受
渡
の
委
任
を
う
け
た
も
の
が
、
同
時
に

こ
れ
に
携
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
弊
害
が
倍
加
さ
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
っ
ま
り
、
こ
の
制
度
に
あ
っ
て
、
物
晶
の
貸



借
が
ほ
と
ん
ど
自
由
に
行
わ
れ
〔
否
、
か
く
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
廿
・
い
汁
を
す
う
こ
と
が
、
被
委
任
者
の
は
じ
め
か
ら
の
意
図
で
あ
る
〕
、
委
任

者
た
る
鉱
夫
達
と
し
て
は
、
随
時
要
望
を
満
た
し
う
る
便
宜
が
あ
る
の
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
多
額
の
借
越
を
し
、
こ
れ
に
、

毎
期
重
利
に
よ
っ
て
高
利
が
附
け
ら
れ
、
容
易
に
抜
き
難
い
苦
境
に
陥
る
も
の
が
す
く
な
く
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

二
年
Ｍ
鉱
山
で
こ
の
弊
風
を
刷
薪
し
よ
う
と
し
、
　
『
稼
動
賃
金
ハ
本
人
出
頭
ノ
上
受
取
方
ヲ
為
ス
ベ
シ
』
以
下
数
条
を
励
行
せ
し
め

よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
時
、
四
十
九
名
の
も
の
が
、
連
署
し
て
提
出
し
た
次
の
如
き
歎
願
書
は
、
如
何
に
彼
等
が
こ
の
措
置
に
周
章

狼
狽
し
、
そ
の
立
場
の
擁
護
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
、
叉
、
如
何
に
彼
等
が
従
来
、
甘
い
汁
を
す
い
続
け
て
い
た
か
を
、
は
し
な
く
も

自
ら
暴
露
し
て
い
る
拝
箇
の
資
料
だ
と
お
も
う
か
ら
、
左
に
紹
介
す
る
。
目
く
、

『
　
　
　
　
委
任
廃
止
ノ
件
ニ
ツ
キ
歎
願

　
頃
日
御
発
表
二
相
成
候
労
役
者
賃
金
受
取
方
委
任
行
為
御
停
止
ノ
影
響
二
依
リ
、
生
等
ノ
苦
窮
無
限
ノ
内
惜
、
幸
二
一
片
ノ
御
隣

　
潤
奉
仰
度
、
薮
二
愚
惜
ヲ
陳
述
シ
、
歎
願
ノ
不
止
得
次
第
ト
相
成
申
候
。
尤
モ
生
等
下
流
経
営
ノ
状
態
、
御
貴
殿
二
対
シ
多
少
揮

　
候
儀
モ
有
之
候
得
共
、
事
実
ヲ
飾
リ
候
ハ
歎
願
ノ
主
旨
二
相
惇
リ
候
為
メ
露
骨
二
綾
述
申
上
候
。

　
抑
モ
、
労
役
者
対
生
等
間
二
委
任
行
為
ノ
発
生
致
候
原
因
ハ
、
殊
更
申
述
候
迄
モ
無
之
、
金
銭
貸
借
ノ
結
果
、
生
等
二
於
テ
止
ム

　
ヲ
得
ザ
ル
債
権
保
全
ノ
目
的
二
存
ス
ル
モ
ノ
ニ
有
之
、
決
シ
テ
単
純
ナ
ル
委
任
タ
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
弁
済
ノ
義
務
ヲ
全
ク
ス

　
ル
ノ
期
間
ハ
必
ラ
ズ
解
除
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
堅
キ
条
件
ノ
下
二
成
立
シ
タ
ル
契
約
二
有
之
候
。

　
斯
ル
契
約
ノ
下
二
普
通
以
上
ノ
利
息
ヲ
附
シ
候
慣
行
二
就
テ
ハ
、
或
ハ
過
酷
ナ
ル
コ
ト
ノ
御
裁
決
ヲ
相
受
ケ
候
ヤ
モ
不
被
計
候
得

　
共
、
実
二
救
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
債
権
ノ
薄
弱
ハ
、
勢
ヒ
蛮
二
及
ビ
タ
ル
旧
慣
二
相
成
申
候
得
共
、
亦
世
問
一
般
ノ
高
利
貸
者
流
ト
其

趣
大
二
異
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ー
、
－
相
信
ジ
候
。
筒
、
彼
等
逃
走
惰
慢
等
御
事
業
上
二
影
響
ス
ベ
キ
原
因
ガ
、
生
等
経
営
上
ヨ
リ
生
ジ
候

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
三
八
九
）



　
　
器
館
経
済
学
一
第
三
巻
・
竃
号
一
　
　
　
．
　
・
　
　
　
　
二
〇
一
三
九
〇
一

様
弊
害
モ
有
之
候
ハ
バ
、
会
杜
二
対
シ
、
生
等
ノ
ー
漸
恥
誠
二
措
ク
能
ハ
ザ
ル
次
第
二
候
モ
、
元
ハ
渠
等
対
生
等
ノ
間
二
委
任
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ト
ノ
マ
・
）

ノ
生
ジ
ル
ヤ
、
爾
来
恰
モ
親
族
関
係
ノ
如
ク
、
師
弟
ノ
交
誼
ノ
如
ク
喜
凶
倶
二
相
尽
ス
慣
習
、
否
、
自
然
ノ
保
護
訓
陶
ノ
職
、
陰

二
備
ハ
リ
候
様
ノ
情
誼
ト
モ
相
成
候
次
第
、
決
シ
テ
打
算
的
二
利
得
ヲ
見
ル
如
キ
ハ
、
情
ト
シ
テ
不
可
能
ノ
事
二
候
次
第
ハ
、
幸

ヒ
御
賢
察
ノ
程
ヲ
願
上
度
候
。
殊
二
逃
亡
惰
漫
ノ
防
禦
ノ
麗
係
上
、
忽
ニ
ス
可
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候
得
共
、
叉
単
二
会
杜
ノ
タ

メ
、
陰
二
陽
二
尽
シ
得
候
事
、
実
二
不
勘
モ
ノ
ト
相
信
申
候
。

右
等
事
惜
ノ
下
二
、
年
来
経
営
罷
在
候
生
等
ノ
業
務
モ
、
今
回
ノ
御
刷
新
二
因
リ
、
愈
次
倒
滅
ノ
不
止
得
二
瀕
シ
、
十
余
万
ノ
投

資
ハ
乍
遺
憾
一
朝
二
甜
メ
尽
ク
サ
レ
候
事
二
相
成
候
。

生
等
ノ
多
数
ハ
直
二
餓
ヲ
呼
ブ
ノ
悲
境
二
立
至
リ
申
候
。

斯
ノ
如
キ
生
等
ノ
窮
状
二
対
ス
ル
労
役
者
ノ
影
響
ハ
如
何
ノ
モ
ノ
ニ
候
可
キ
ヤ
。
幸
二
債
務
ノ
雁
行
ヲ
脱
シ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
、

窃
二
狂
喜
ス
ル
輩
モ
或
ハ
有
之
候
ハ
ン
ガ
、
是
等
ハ
皆
怠
惰
放
巷
、
一
片
ノ
信
用
ナ
ク
、
従
ツ
テ
生
等
間
二
於
テ
同
惜
ノ
涙
ヲ
注

ギ
能
ハ
ザ
ル
一
部
ノ
無
頼
党
二
過
ギ
ザ
ル
事
二
候
テ
、
多
数
ノ
労
役
者
ハ
痛
切
二
今
後
ノ
急
策
ヲ
講
ズ
ル
ノ
途
杜
絶
シ
タ
ル
コ
ト

ヲ
、
只
管
嵯
嘆
致
居
ル
現
状
二
御
座
候
。

賢
明
尊
厳
ナ
ル
富
田
主
任
閣
下
二
拝
伏
シ
、
陳
述
斯
ノ
次
第
二
御
座
候
。
幸
二
御
隣
帽
、
生
等
ノ
動
作
宜
シ
キ
ヲ
得
ザ
ル
点
ハ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ト
ノ
マ
・
）

御
指
揮
相
仰
ギ
候
事
二
相
願
ハ
レ
候
ハ
バ
、
今
回
同
薬
組
合
ヲ
組
織
シ
、
不
当
ノ
利
得
其
ノ
他
ノ
弊
ヲ
一
掃
シ
可
キ
何
卒
歎
願
ノ

次
第
御
採
用
被
下
度
。
　
　
百
拝
頓
首
。

　
○
○
坑
富
田
主
任
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
○
　
万
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
外
四
十
九
名
連
署
〕
　
』



　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
鉱
業
に
拾
け
る
親
方
制
度
の
解
体
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
「
足
尾
労
働
視
察
報
告
」
は
、
明
治
四
十
年
、
足
尾
鉱
山
で
の
、
騒
擾
事
件
直
後
か
ら
十
年
間
に
お
け
る
労
務
対
策
、
特
に
、
こ

こ
で
間
題
と
し
て
い
る
飯
場
制
度
対
策
を
、
次
の
よ
う
に
概
言
し
て
い
る
。
目
く
、

　
『
最
近
十
年
間
ノ
飯
場
ノ
歴
史
ハ
、
其
頭
権
カ
ヲ
抑
フ
ル
ニ
ア
リ
。
：
…
・
永
年
歴
史
ヲ
有
セ
ル
足
尾
ノ
飯
場
ト
ハ
、
飯
場
頭
ヲ
中

　
心
ト
シ
テ
、
其
ノ
個
人
的
権
カ
ノ
下
二
相
亙
扶
助
ヲ
目
的
ト
シ
テ
職
業
ノ
連
鎮
ヲ
以
テ
結
バ
レ
タ
ル
団
体
也
。
私
的
団
体
二
於
テ
、

　
殊
二
経
済
関
係
ヲ
連
鎖
ス
ル
団
体
二
於
テ
、
個
人
的
権
カ
ノ
余
リ
邊
シ
キ
ハ
万
般
ノ
禍
源
也
。
明
治
四
十
年
以
後
、
一
昨
秋
二
到

　
ル
十
ケ
年
間
ノ
飯
場
二
対
ス
ル
足
尾
鉱
業
ノ
方
針
ハ
偏
ヘ
ニ
飯
場
要
ノ
権
カ
ヲ
削
リ
、
其
支
配
カ
ヲ
抑
ヘ
テ
所
属
鉱
夫
個
々
ノ
権

　
利
ヲ
伸
張
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
セ
リ
』

云
友
と
。
足
尾
鉱
山
当
局
の
方
針
が
、
そ
の
い
う
如
く
『
所
属
鉱
夫
個
友
ノ
権
利
ヲ
伸
張
セ
シ
ム
ル
』
を
以
て
目
的
と
し
た
か
ど
う

か
は
疑
間
だ
と
し
て
も
、
飯
場
頭
の
権
力
の
過
大
を
禍
根
な
り
と
し
、
そ
の
権
力
削
少
に
努
力
を
払
っ
て
き
た
事
だ
け
は
、
後
の
経

過
事
惜
か
ら
み
て
も
、
肯
定
で
き
よ
う
か
と
お
も
う
。

　
同
報
告
は
、
更
に
、
大
正
八
年
秋
勃
発
し
た
同
鉱
山
の
懸
擾
を
以
て
、
次
の
よ
う
な
事
情
の
裡
に
醸
成
せ
ら
れ
た
と
み
て
い
る
。

目
く
、

　
『
飯
場
頭
ノ
権
カ
ヲ
抑
フ
ル
コ
ト
、
次
第
二
功
ヲ
奏
シ
ツ
ツ
ァ
ル
ニ
際
シ
、
従
来
ノ
轟
束
ヲ
緩
メ
ラ
レ
タ
ル
鉱
夫
ハ
、
時
勢
ノ
民

　
衆
本
位
論
二
魅
セ
ラ
レ
、
急
激
ナ
ル
躍
進
ヲ
促
サ
レ
テ
、
更
二
間
題
ヲ
重
ヌ
ル
ニ
到
レ
リ
』

　
云
六
と
。

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
努
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
三
九
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
三
九
二
）

。
そ
し
て
、
こ
の
騒
擾
に
際
会
し
た
足
尾
鉱
山
当
局
は
、

　
　
『
再
ビ
飯
場
頭
ノ
権
カ
ヲ
復
興
シ
テ
、
鉱
夫
統
御
ノ
具
ト
ス
ベ
キ
カ
。
叉
ハ
、
民
衆
本
位
ノ
時
論
二
聴
従
シ
テ
、
飯
場
ヲ
廃
シ
テ

　
　
薪
制
ヲ
編
ム
カ
』

　
の
岐
路
に
迷
っ
た
結
果
、
終
に
、
断
乎
、
方
針
と
し
て
後
者
を
と
り
、
前
者
の
歴
史
を
掛
酌
し
て
新
制
を
樹
て
る
こ
と
に
決
し
た
も

　
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
お
も
う
に
、
そ
の
動
機
は
か
な
ら
ず
し
も
同
一
で
な
く
、
且
っ
そ
の
具
体
的
内
容
や
時
期
に
お
い
て
、
寛
厳
遅
遠
の
別
は
当
然
あ

　
っ
た
が
、
多
く
の
鉱
山
で
の
飯
場
制
度
改
廃
へ
の
歩
み
は
、
ほ
ぽ
、
同
様
な
方
向
に
向
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
た
だ
、

　
事
実
に
即
し
て
こ
れ
を
み
る
に
、
全
体
と
し
て
こ
の
歩
み
は
緩
漫
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
多
分
に
飯
場
制
度
の
分
子
を
残
存
し
続
け
つ

　
つ
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
以
下
に
お
い
て
、
や
や
具
体
的
に
、
こ
の
解
体
過
程
の
一
端
を
説
明
し
て
み
よ
う
と
お
も
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
内
務
省
杜
会
局
監
督
課
が
「
鉱
山
労
働
資
料
」
と
し
て
調
査
し
た
「
鉱
山
の
納
屋
頭
に
関
す
る
調
査
」
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の

　
調
査
対
象
が
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・
山
口
の
四
県
下
の
鉱
夫
百
名
以
上
を
使
用
す
る
鉱
山
に
限
定
ぜ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
決
し
て
、

　
十
分
な
も
の
と
は
い
い
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
大
正
十
一
年
一
月
末
現
在
と
し
て
の
調
査
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
恰
か

　
も
・
こ
こ
で
間
題
と
す
る
時
期
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
援
用
で
き
る
よ
う
に
お
も
う
。
以
下
、
こ
れ
に
基
い
て
、
当
時
に
お
け
る

　
飯
場
制
度
の
実
態
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
同
書
に
は
、
四
県
の
欽
山
中
、
納
屋
頭
〔
飯
場
頭
と
い
う
に
実
質
上
同
じ
〕
を
置
く
も
の

　
と
置
か
な
い
も
の
と
の
比
較
と
し
て
左
表
を
揚
げ
て
い
る
。

■

〔
第
二
表
〕
　
納
屋
頭
〔
飯
場
頭
〕
を
置
く
鉱
山
と
置
か
な
い
鉱
山
と
の
比
較



弘

雷
岡
県
一

纂
県
一

長
崎
県
一

山
口
県
一

納
屋
頭
を
置
く
　
山
置
か
な
い
鉱
山
　
　
合

　
　
　
　
　
五
山
　
　
三
一
一

計

納
屋
頭
を
置
く
鉱
山
の
比
率

八
一
ゴ

六
一
吻

　
　
五

　
－
一

　
一
七
一

．
，
，
土
，

ム
ー
■
；

ニ
ニ
一

三

一
．
コ

三
〇
「

二
．
ぴ

三
八
％

五
八
％

七
〇
％

合
　
計

七
九

五
六
一
　
一
三
五
一

五
九
％

　
今
、
右
の
比
率
を
み
れ
ば
、
佐
賀
県
が
や
や
低
率
な
の
を
別
に
し
て
、
な
お
相
当
の
高
率
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
、
直

ち
に
、
前
揚
「
鉱
夫
待
遇
事
例
」
に
示
さ
れ
た
比
率
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
必
ら
ず
し
も
当
を
得
て
い
な
い
が
、
一
応
の
比
較
と
し

て
、
約
十
五
ケ
年
を
経
過
し
て
い
る
当
時
、
し
か
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
第
一
次
欧
洲
大
戦
後
の
革
新
的
な
社
会
風
潮
の
う
ち
に
あ

っ
て
の
も
の
と
し
て
み
る
と
き
、
案
外
の
高
率
で
、
こ
の
よ
う
な
比
率
は
、
む
し
ろ
、
わ
た
く
し
の
飯
場
制
度
漸
減
の
見
解
を
否
定

す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
だ
が
、
同
調
査
に
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
『
本
調
査
二
所
謂
納
屋
頭
ハ
既
二
述
ベ
タ
ル
如
ク
、
比
較
的

広
義
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
同
ジ
ク
納
屋
頭
ト
イ
フ
モ
、
其
或
者
ハ
鉱
夫
二
対
ス
ル
支
配
力
極
メ
テ
強
ク
、
純
粋
ノ
納
屋
頭
ト
見
ル
ベ
ク
、

叉
、
或
者
ハ
殆
ン
ド
支
配
カ
ヲ
有
セ
ズ
シ
テ
、
全
ク
鉱
山
ノ
役
員
ト
同
様
ト
見
ル
ベ
ク
、
其
間
非
常
ナ
ル
懸
隔
ア
リ
テ
、
納
屋
頭
ヲ

置
ク
鉱
山
ト
難
モ
、
必
ラ
ズ
シ
モ
鉱
夫
統
轄
ノ
組
織
ト
シ
テ
純
粋
ノ
納
屋
制
度
ヲ
採
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ヲ
得
ズ
。
其
或
者
ハ
納
屋
制
度

ヨ
リ
寧
口
直
轄
制
度
二
近
キ
モ
ノ
モ
多
ク
、
：
…
・
従
ツ
テ
今
納
屋
頭
ヲ
置
ク
鉱
山
ト
然
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ヲ
対
比
シ
テ
、
県
別
二
表
示

ス
ル
ト
難
モ
、
之
ヲ
以
テ
直
チ
ニ
鉱
夫
ノ
従
属
関
係
ノ
程
度
ヲ
明
確
二
示
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ハ
云
フ
ヲ
得
ズ
。
唯
広
義
二
於
ケ
ル
納
屋

頭
ノ
分
布
範
囲
ヲ
示
シ
、
兼
ネ
テ
鉱
夫
ノ
従
属
程
度
ノ
大
体
ノ
傾
向
ヲ
示
シ
タ
ル
ニ
過
ギ
ズ
』
と
す
れ
ば
、
数
字
的
の
比
率
は
と
も

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
…
（
三
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
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・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
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か
く
、
実
質
的
に
飯
場
制
度
が
弱
体
化
し
つ
つ
あ
つ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
疑
間
の
余
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
彩
の
上
で
飯
場
制
度
が
顕
現
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
、
飯
場
制
度
が
絶
滅
し
つ

く
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
前
揚
「
足
尾
労
働
視
察
報
告
」
〔
大
正
十
年
〕
に
よ
る
に
、
同
鉱
山
大
正
八
年
秋
の
騒

擾
後
の
改
革
に
お
い
て
『
民
衆
本
位
ノ
時
論
二
聴
従
シ
テ
、
飯
場
ヲ
廃
シ
テ
新
制
ヲ
編
ム
』
の
新
方
針
が
採
ら
れ
た
と
い
う
が
、
そ

の
実
は
、
か
く
し
て
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
新
制
な
る
も
の
も
、
　
『
古
ヘ
ノ
飯
場
ノ
組
織
ヲ
転
化
シ
テ
造
レ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
飯
場
頭

ヲ
其
内
二
混
融
シ
活
用
セ
ム
ト
ス
ル
モ
ノ
也
』
と
せ
ら
れ
、
多
分
に
、
旧
制
度
の
温
存
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

同
鉱
山
の
「
鉱
夫
関
係
施
設
一
般
〕
．
に
拠
る
に
、
こ
の
時
の
改
革
の
結
果
と
し
て
成
立
し
た
「
鉱
夫
組
合
」
な
る
も
の
の
搦
略
は
、

お
よ
そ
、
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
目
く
、

　
『
当
所
二
於
ケ
ル
労
働
組
織
ノ
単
位
ヲ
組
ト
称
シ
、
多
数
ノ
組
相
集
リ
テ
其
方
面
二
一
組
合
ヲ
侮
ル
。
鉱
夫
組
合
ニ
ハ
現
在
ハ
採

　
鉱
所
属
ノ
モ
ノ
ト
、
用
度
課
所
属
ノ
モ
ノ
ト
ア
リ
。
前
者
ハ
本
山
・
小
滝
及
通
洞
ノ
三
方
面
二
各
十
数
個
ノ
鉱
夫
組
合
ヲ
組
織
シ
、

　
之
カ
各
結
合
シ
テ
其
方
面
毎
二
一
組
合
ヲ
組
織
ス
。
後
者
ハ
エ
作
及
調
度
ノ
ニ
係
二
属
ス
ル
数
個
ノ
組
合
結
合
シ
テ
組
合
ヲ
組
織

　
ス
。
即
チ
全
山
二
六
十
九
組
、
四
組
合
ヲ
存
ス
。
採
鉱
課
所
属
ノ
三
組
合
ハ
更
二
合
シ
テ
組
合
連
合
会
ヲ
組
織
ス
。
而
シ
テ
各
組

　
員
ノ
意
思
ハ
組
ノ
委
員
会
二
於
テ
、
組
ノ
意
思
ハ
組
合
ノ
評
議
員
会
二
於
テ
発
表
シ
、
筒
更
二
三
組
合
協
議
ヲ
要
ス
ル
事
項
二
就

　
テ
ハ
、
組
合
連
合
会
二
於
テ
発
表
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
』

云
々
と
。
な
わ
、
こ
れ
は
、
　
『
従
来
ヨ
リ
古
キ
歴
史
ヲ
有
ス
ル
鉱
夫
白
治
団
体
販
均
卜
称
ス
ル
モ
ノ
存
シ
、
当
所
二
使
傭
ス
ル
者
ハ

凡
テ
此
処
ノ
所
属
ト
ナ
リ
テ
鉱
業
所
上
候
傭
契
約
ヲ
締
結
』
す
る
と
い
っ
た
、
純
然
た
る
飯
場
制
度
を
改
革
し
て
○
も
の
で
あ
る
こ

と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
際
、
旧
来
の
「
鉱
夫
飯
場
組
合
規
約
」
を
改
正
し
た
主
要
点
は
、



『
一
、
各
飯
場
ヨ
リ
ニ
名
宛
ノ
評
議
員
ヲ
選
出
セ
シ
メ
、
其
組
ノ
意
思
ヲ
代
表
シ
テ
、
組
合
ノ
評
議
員
会
二
臨
ミ
、
鉱
夫
ノ
利
害
間

　
　
題
二
麗
ス
ル
事
項
二
就
テ
審
議
セ
シ
ム

　
ニ
、
組
合
ノ
収
入
支
出
二
関
シ
テ
ハ
監
査
ヲ
設
ケ
テ
之
ヲ
監
査
セ
シ
ム

　
三
、
其
機
関
ト
シ
テ
、
組
合
長
・
理
事
会
・
評
議
員
会
・
相
談
役
及
監
査
等
ヲ
設
ケ
、
以
テ
鉱
夫
一
般
ノ
意
思
ヲ
尊
重
シ
審
議
ノ

　
　
結
果
ハ
其
ノ
意
思
ヲ
鉱
業
所
二
伝
達
セ
シ
ム
』

と
い
う
に
在
っ
た
と
い
う
。
然
し
、
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
機
構
そ
の
も
の
が
、
実
質
的
に
い
っ
て
、
果
し
て
、
ど
の
程
度
革
新
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
の
点
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、

　
『
従
来
ノ
飯
場
ノ
名
称
ヲ
廃
シ
、
之
レ
ヲ
組
ト
称
シ
、
頭
役
ヲ
世
話
役
ト
呼
ビ
、
其
ノ
所
属
タ
リ
シ
鉱
夫
ハ
其
ノ
蟹
組
二
所
属
セ

　
シ
メ
、
組
ノ
監
督
取
締
ハ
世
話
役
之
レ
ヲ
ナ
ス
』

云
々
と
あ
り
、
更
に
は
、

　
『
現
時
ノ
組
ハ
従
来
ノ
飯
叡
ト
其
ノ
観
念
二
於
テ
何
等
異
ル
処
ナ
ク
、
其
ノ
目
的
ト
ス
ル
所
ハ
組
員
ノ
一
致
共
同
相
互
ノ
親
睦
ヲ

　
敦
ク
シ
、
公
利
及
生
活
ノ
円
満
ナ
ル
発
達
ヲ
図
リ
福
利
ヲ
増
進
シ
作
業
ヲ
奨
励
シ
、
以
テ
産
業
ト
巨
常
生
活
ノ
向
上
ト
ヲ
企
図
ス

　
ル
ニ
ア
リ
』

云
々
と
規
定
さ
れ
て
い
る
に
よ
れ
ば
、
多
少
の
新
味
は
看
取
す
べ
し
と
す
る
も
、
実
質
的
に
い
っ
て
、
果
し
て
、
ど
れ
だ
け
革
新
せ

ら
れ
た
か
、
ど
う
か
。
こ
れ
を
過
大
に
評
価
す
る
に
は
い
さ
さ
か
購
蹄
せ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
更
に
い
え
ば
・
こ
こ
で
組
と
は
・
従
来
の
飯
芽
の
名
称
を
廃
し
、
こ
れ
に
代
ら
せ
た
称
呼
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
世
話
役
と
は
従

来
の
飯
場
の
頭
役
〔
飯
場
頭
〕
を
、
そ
－
の
ま
ま
の
地
位
に
据
え
た
も
の
だ
と
い
う
。
世
話
役
に
つ
い
て
は
、
別
に
叉
、

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
上
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
三
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
…
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『
世
話
役
ハ
組
ノ
代
表
者
ナ
リ
。
対
内
的
ニ
ハ
其
組
内
二
於
ケ
ル
「
善
良
ナ
ル
父
」
ノ
職
分
ヲ
有
シ
、
常
時
其
ノ
所
属
鉱
夫
ヲ
保

　
護
監
督
シ
、
公
承
共
万
事
二
付
ケ
世
話
役
タ
リ
。
然
シ
テ
対
外
的
ニ
ハ
所
属
鉱
夫
ノ
意
思
ヲ
代
表
シ
テ
、
組
合
及
連
合
会
二
提
出

　
シ
、
一
方
鉱
業
所
二
上
申
ス
。
叉
、
常
二
鉱
業
所
ノ
意
思
ヲ
所
属
鉱
夫
二
伝
達
シ
テ
両
者
連
絡
ヲ
保
チ
、
意
思
ノ
疏
通
ヲ
図
ル
モ

　
ノ
ト
ス
。
世
話
役
ニ
シ
テ
、
真
二
其
職
務
ヲ
尽
サ
バ
、
其
ノ
為
ス
ベ
キ
事
柄
ハ
千
種
万
態
ニ
テ
組
内
人
事
事
項
一
切
ヲ
処
理
セ
ザ

　
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
其
繁
忙
一
人
ノ
能
ク
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
組
織
改
正
ト
同
時
二
、
若
干
名
ノ
組
委
員
ト
ニ

　
名
ノ
組
総
代
ト
ヲ
選
出
シ
テ
世
話
役
ヲ
補
佐
セ
シ
メ
、
組
ノ
全
能
ヲ
発
揮
セ
ン
ト
セ
リ
』

と
あ
り
、
更
に
叉
、

　
『
世
話
役
ハ
其
ノ
職
務
上
ノ
関
係
ヨ
リ
シ
テ
、
其
ノ
所
属
鉱
夫
二
対
シ
、
監
督
ノ
任
ヲ
帯
ブ
ル
ガ
故
二
、
相
当
拘
束
カ
ヲ
有
ス
ト

　
難
モ
、
両
者
ノ
間
二
於
テ
ハ
何
等
雇
傭
闘
係
ノ
成
立
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
而
シ
テ
、
当
所
ノ
組
織
ハ
総
テ
鉱
夫
ハ
特
権
ノ
者
ヲ

　
除
ク
外
ハ
組
二
所
属
セ
シ
メ
、
世
話
役
ノ
監
督
ノ
下
ニ
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
』

と
も
見
え
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
も
、
こ
の
世
話
役
が
『
人
望
力
量
ア
ル
者
ヨ
リ
鉱
業
所
之
レ
ヲ
選
任
ス
』
と
規
定
せ
ら
れ
、
現

実
に
お
い
て
、
旧
来
の
飯
場
頭
〔
職
頭
〕
そ
の
も
の
が
、
こ
れ
に
選
任
せ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
を
、
そ
し
て
叉
、
こ
の
事
実
が
、
果

し
て
、
何
を
意
味
す
る
か
を
、
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
は
、
組
・
組
合
・
組
合
連
合
会
を
通
じ
て
、
Ｈ
鉱
業
所
の

所
員
が
随
時
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
う
る
こ
と
、
Ｈ
規
約
の
改
正
は
す
べ
て
そ
の
同
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
規
定
せ
ら
れ
た
の
と

対
照
し
て
、
思
い
半
ば
に
過
ぎ
よ
う
。
要
す
る
に
、
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
飯
場
頭
の
権
力
は
、
確
か
に
凋
落
し
た
。
然
し
、

そ
れ
は
、
絶
滅
し
尽
く
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
経
営
者
に
お
い
て
必
要
な
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
旧
来
の
力
を
温
存
せ
し
め
、
労
働

者
の
統
轄
上
利
用
せ
ら
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、



　
右
改
革
の
数
年
後
〔
大
正
十
四
年
〕
臨
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
規
約
改
正
案
が
附
議
せ
ら
れ
、
『
世
話
役
ハ
総
代
中
ヨ
リ
ー
鉱
業
所

之
レ
ヲ
任
ズ
』
〔
第
八
条
〕
と
あ
る
を
、
『
組
合
二
於
テ
組
合
員
ノ
信
望
ア
ル
モ
ノ
ヲ
推
ス
』
と
改
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
際
の
議
事
録

　
　
　
２

に
翅
る
に
、
そ
の
説
明
と
し
て
、

　
『
世
話
役
職
頭
ト
イ
フ
事
ハ
、
皆
サ
ン
ノ
伸
間
二
信
望
ガ
ァ
ル
人
ヲ
、
従
来
ハ
会
杜
ガ
之
ヲ
表
面
カ
ラ
任
命
シ
タ
ノ
デ
ス
ガ
、
今

　
回
ハ
之
レ
ヲ
資
格
及
実
質
的
方
面
カ
ラ
規
定
シ
、
組
合
及
組
合
員
ノ
信
望
ア
ル
モ
ノ
即
チ
職
頭
中
カ
ラ
之
ヲ
組
合
員
ガ
推
シ
、
会

　
杜
ガ
之
ヲ
認
ム
ル
ト
ィ
フ
形
式
二
改
メ
タ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
』

云
表
と
あ
り
、
単
な
る
形
式
的
な
改
正
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
同
じ
会
議
で
、
足
尾
総
連
合
会
が
成
立
し
た
の
に
対

し
て
、
会
杜
当
局
の
挨
拶
と
し
て
、
次
の
如
く
あ
る
の
を
み
れ
ば
、
明
治
四
十
年
飯
場
制
度
改
革
以
来
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
、
そ
の

関
心
振
り
と
、
抱
負
の
一
端
と
を
察
知
出
来
よ
う
か
と
思
う
。
目
く
、

　
『
皆
サ
ン
ノ
御
承
認
ニ
ョ
ツ
テ
、
総
連
合
会
ガ
葱
二
成
立
シ
タ
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
、
日
本
二
於
テ
足
尾
ガ
一
番
始
メ
ニ
成
立
シ
タ
訳

　
デ
ァ
リ
マ
ス
。
今
目
ノ
総
連
合
会
ヲ
設
立
ス
ル
ニ
付
テ
ハ
、
社
会
局
ノ
諒
解
ヲ
得
タ
モ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
。
、
何
シ
ロ
、
明
治
四

　
十
年
頃
飯
場
制
度
ノ
音
ヨ
リ
、
種
々
ト
御
尽
力
御
指
導
ヲ
賜
ツ
タ
モ
ノ
ガ
、
今
日
コ
ウ
イ
フ
ー
風
二
百
ク
ン
デ
来
タ
ノ
デ
、
其
ノ

　
喜
ビ
モ
一
層
デ
ア
リ
マ
ス
。
…
・
：
此
ノ
総
連
合
会
二
対
シ
テ
、
世
間
ニ
ハ
兎
角
ノ
批
難
攻
撃
ス
ル
モ
ノ
モ
ナ
イ
ト
モ
限
リ
マ
セ
ン

　
ガ
、
之
レ
ニ
ョ
ツ
テ
鉱
業
所
御
用
組
合
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ヲ
作
ロ
ウ
ト
イ
フ
意
思
ハ
毛
頭
ナ
イ
ト
云
フ
事
ヲ
申
上
ゲ
テ
置
キ
マ

　
ス
。
コ
ウ
イ
フ
モ
ノ
ヲ
作
ツ
テ
、
隔
意
ナ
ク
意
見
ノ
交
換
ヲ
シ
、
皆
サ
ン
ノ
福
祉
増
進
ヲ
一
層
高
メ
タ
イ
ト
云
フ
外
地
意
ハ
ナ
イ

　
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
・
…
：
、
此
種
総
連
合
会
ノ
成
立
ハ
日
本
二
於
ケ
ル
鉱
山
二
於
テ
ハ
、
一
番
初
メ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
足
尾
ノ
誇
リ

　
デ
ア
リ
マ
ス
。
将
来
労
働
法
ガ
実
施
サ
レ
タ
場
合
、
直
チ
ニ
当
献
ル
組
合
デ
ァ
リ
マ
ス
。
充
分
二
発
達
ヲ
希
望
シ
テ
置
キ
マ
ス
』

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
け
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
三
九
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）

二
八
（
三
九
八
）

云
及
と
。

　
前
揚
「
足
尾
労
働
視
察
報
告
」
の
筆
者
は
、
特
に
、
足
尾
の
組
合
の
最
高
機
関
た
る
評
議
員
会
の
構
成
を
重
視
し
、
巧
知
な
る
新

制
だ
と
し
て
、
次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。
目
く
、

　
『
足
尾
ノ
組
合
ノ
最
高
機
関
タ
ル
評
議
員
ノ
一
半
ハ
、
純
然
タ
ル
鉱
夫
ノ
被
選
ニ
カ
カ
リ
、
他
ノ
一
半
ハ
我
杜
ノ
共
愛
組
合
二
於

　
テ
ハ
会
杜
職
員
ヨ
リ
任
選
セ
ラ
ル
ル
ニ
代
ヘ
テ
、
足
尾
二
於
テ
ハ
飯
場
頭
ヲ
世
話
役
ト
シ
テ
任
選
セ
リ
。
世
話
役
ハ
鉱
夫
二
近
ク
、

　
職
員
二
近
ケ
レ
共
、
其
何
レ
ニ
モ
非
ズ
。
鉱
夫
ノ
福
利
ト
鉱
業
所
ノ
利
害
ヲ
合
セ
テ
批
判
シ
、
主
張
ス
ル
位
置
二
在
ル
者
也
。
数

　
二
於
テ
純
然
タ
ル
鉱
夫
出
身
ノ
評
議
員
ノ
半
数
二
過
ギ
ザ
ル
点
、
及
ビ
種
類
ヲ
異
ニ
シ
易
キ
会
杜
ノ
職
員
ガ
鉱
夫
自
身
ノ
組
合
二

　
与
ル
ノ
不
合
理
ヲ
避
ク
ル
点
二
於
テ
、
我
杜
ノ
共
愛
組
合
ヨ
リ
モ
逢
カ
ニ
平
民
的
ニ
シ
テ
、
所
謂
時
代
ノ
主
張
者
ノ
非
難
ヲ
蒙
ル

　
コ
ト
勘
ナ
カ
ル
ベ
ク
、
而
モ
従
来
ノ
歴
史
的
関
係
ノ
伏
在
ニ
ョ
リ
会
杜
ノ
意
思
ノ
伝
達
機
関
タ
ラ
シ
メ
、
鉱
夫
ヲ
シ
テ
奔
逸
ス
ル

　
ヲ
許
サ
ズ
。
其
思
慧
ノ
糧
ナ
ル
ヲ
補
フ
ベ
ク
、
而
モ
之
ニ
ョ
リ
テ
飯
場
頭
問
題
ノ
難
渋
ヲ
一
掃
シ
得
ベ
ク
、
誠
二
巧
知
ナ
ル
薪
制

　
ト
言
フ
ベ
シ
」

云
次
と
。
以
て
、
足
尾
鉱
山
当
局
這
次
の
改
革
が
、
当
時
と
し
て
、
相
当
英
断
的
な
も
の
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
た
一
端
を
知
る
に
足

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
飯
場
制
度
の
弊
風
を
刷
新
し
よ
う
と
し
た
足
尾
鉱
山
当
局
が
、
苦
心
勘
案
の
結
果
と
し
て
到
達
し

得
た
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
畢
寛
、
旧
組
織
を
転
化
し
、
　
『
飯
場
頭
ヲ
其
内
二
混
融
活
用
』
す
る
の
域
を
出
な
か
っ
た
こ
と
は
、
凋
落

し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
旧
勢
力
た
る
飯
堵
頭
の
存
在
が
、
当
時
と
し
て
は
、
な
わ
、
無
視
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
と
わ
も
う
。
た
だ
、
同
報
昔
の
筆
者
が
、
結
び
と
し
て
、
廿
訴
段
Ｈ
飯
衿
頭
の
前
途
を
予
見
し
て
凋
落
の
外
無
し
と
断

じ
て
い
る
の
は
、
け
だ
し
、
達
見
と
す
る
に
足
り
、
当
面
の
間
題
考
究
上
、
充
分
参
看
傾
聴
す
べ
き
価
値
が
あ
る
で
あ
ろ
う
Ｃ
目
く
、



　
『
然
レ
共
、
状
勢
ヲ
推
測
ス
ル
ニ
、
世
話
方
Ｈ
飯
場
頭
ノ
前
途
ハ
凋
落
ノ
外
無
キ
ガ
如
シ
。
過
去
ノ
余
渥
二
因
ル
特
殊
ノ
給
与
ヲ

　
受
ケ
　
　
世
誘
役
ハ
会
社
ヨ
リ
六
十
円
ノ
月
給
ト
平
均
五
十
円
内
外
ノ
手
当
ヲ
受
ク
　
　
座
シ
テ
獲
ラ
ル
ル
カ
故
二
、
就
役
者
監

　
督
ノ
労
ヲ
怠
リ
、
経
済
界
ノ
不
況
ノ
タ
メ
、
又
ハ
採
鉱
計
画
ノ
ニ
変
ノ
タ
メ
、
新
タ
ニ
鉱
夫
ヲ
募
集
ス
ル
ノ
要
モ
ナ
ク
、
状
勢
ノ

　
変
化
ニ
ョ
リ
テ
、
組
員
！
タ
メ
ニ
尽
ス
ベ
キ
余
地
ハ
巨
二
整
リ
、
鉱
夫
ト
共
鳴
ス
ベ
キ
連
絡
ハ
絶
タ
レ
テ
、
反
感
ハ
常
二
充
ツ
。

　
況
ン
ヤ
、
其
智
見
ハ
古
ク
シ
テ
、
会
杜
ノ
要
望
ス
ル
ガ
如
キ
新
時
代
ノ
重
任
ニ
ハ
適
セ
ザ
ル
ベ
シ
。
既
二
杜
内
二
於
テ
モ
、
頭
ヲ

　
申
心
ト
ス
ル
属
人
的
組
制
ヲ
改
メ
テ
、
住
宅
叉
ハ
業
務
二
基
ク
属
地
制
ノ
主
張
多
シ
。
一
度
従
来
ノ
組
制
ヲ
改
ム
レ
バ
、
世
話
役

　
ノ
勢
望
ハ
寸
忽
ニ
シ
テ
凋
落
ス
ベ
ク
、
殆
ン
ド
無
為
ナ
ラ
ム
』

云
々
と
。
筆
者
は
更
に
進
ん
で
、
彼
等
の
凋
落
に
つ
れ
て
発
現
し
来
る
べ
き
新
惜
勢
を
、
次
の
如
く
予
断
し
て
い
る
。
目
く
、

　
『
世
話
役
ト
並
立
セ
ル
鉱
夫
出
身
ノ
評
議
員
申
ニ
ハ
、
幾
多
ノ
友
愛
会
員
ア
リ
。
事
件
二
際
シ
テ
、
組
合
長
タ
ル
世
話
役
ハ
、
評
議

　
員
ヲ
召
集
シ
テ
応
急
処
置
ヲ
講
ズ
ル
ノ
威
カ
ナ
ク
、
叉
、
コ
レ
ガ
召
集
ヲ
試
ミ
ル
モ
、
此
種
ノ
労
働
組
合
運
動
ノ
信
者
タ
ル
評
議

員
ヲ
一
堂
二
集
メ
テ
議
ヲ
纏
ム
ル
コ
ト
ハ
不
能
事
ナ
リ
シ
ガ
如
シ
。
彼
等
ハ
鉱
夫
中
ノ
先
覚
者
ナ
リ
、
有
力
者
也
。
将
来
、
彼
等

　
ヲ
除
外
ス
レ
バ
、
彼
等
ハ
野
二
下
リ
テ
、
御
用
組
合
視
ス
ル
モ
ノ
ヲ
敵
ト
シ
テ
挑
戦
ノ
心
ヲ
堅
ク
ス
ベ
ク
、
彼
等
ガ
、
今
後
事
変

　
二
際
シ
テ
、
評
議
員
ト
シ
テ
自
ラ
進
ン
デ
集
マ
ル
ノ
巨
ハ
、
即
チ
彼
等
ガ
会
杜
ノ
公
認
組
合
ヲ
左
右
シ
テ
会
杜
二
迫
リ
得
ル
ノ
自

　
信
ヲ
生
ゼ
ル
ノ
時
ニ
シ
テ
、
此
ノ
時
二
於
テ
ハ
彼
等
ハ
背
後
二
控
ヘ
タ
ル
杜
外
労
働
団
体
ノ
代
表
者
ト
シ
テ
、
公
認
組
合
ヲ
シ
テ

純
然
タ
ル
エ
場
委
員
会
タ
ラ
シ
メ
、
事
実
二
於
テ
ハ
、
工
場
委
員
会
ヲ
通
ジ
テ
会
杜
ト
杜
外
労
働
団
体
ト
ガ
接
衝
戦
闘
ス
ル
事
二

　
成
リ
了
ル
ベ
シ
。
此
ノ
予
測
ヲ
以
テ
ス
レ
バ
、
今
日
二
於
テ
彼
等
ヲ
説
キ
訓
ヘ
テ
、
彼
等
ヲ
改
宗
セ
シ
ム
ル
ノ
事
ア
ル
ノ
ミ
。
然

　
レ
共
、
之
レ
、
難
中
ノ
難
也
。
一
度
労
働
組
合
運
動
ノ
洗
礼
ヲ
受
ケ
タ
ル
反
資
本
家
思
想
ノ
信
者
ガ
根
拠
ヲ
得
タ
ル
鉱
夫
ノ
間
二

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
三
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
（
四
〇
〇
）

　
ハ
、
純
然
タ
ル
エ
場
委
員
会
制
ノ
外
、
労
資
相
扶
ク
ル
ガ
如
キ
縦
断
組
含
ノ
発
達
ハ
殆
ド
難
イ
カ
ナ
。
況
ン
ヤ
、
世
話
役
ノ
凋
落

　
二
伴
ヒ
テ
、
弦
ヲ
放
レ
タ
ル
矢
ハ
直
二
奔
ル
ベ
シ
。
古
河
ノ
当
局
ハ
皆
杜
内
公
認
団
体
ノ
改
善
ヲ
主
張
シ
、
其
ノ
成
功
ヲ
期
ス
ル

　
ノ
心
ア
リ
。
然
レ
共
、
未
ダ
成
案
ナ
キ
ガ
如
シ
。
恐
ク
ハ
此
ノ
成
案
ヲ
得
ル
コ
ト
ハ
甚
ダ
シ
ク
難
事
ナ
ル
ベ
シ
』
云
友
と
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
鉱
山
に
お
け
る
、
こ
の
制
度
そ
の
後
の
推
移
如
何
に
関
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
的
確
な
資
料
に
接
し
得
て
い
な
い
。

た
だ
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
に
至
り
、
新
た
に
総
代
役
並
に
補
導
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
、
追
書
を
以
て
、
さ
き
の

大
正
八
年
四
月
制
定
の
頭
役
使
用
規
則
を
廃
止
し
、
各
坑
の
世
語
役
制
度
廃
止
の
旨
通
達
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
一
張
一
弛
は
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
、
創
始
以
来
、
終
戦
後
の
薪
機
運
勃
興
に
及
ぶ
ま
で
連
続
二
十
余
年
の
久
し
い
間
、
こ
の
飯
場
制
度
の
一

変
型
と
み
ら
れ
る
世
話
役
制
度
が
残
存
し
た
と
み
ら
れ
る
。
因
み
に
、
こ
の
時
の
総
代
役
規
程
に
よ
れ
ば
、
総
代
役
な
る
も
の
は
、

Ｈ
勤
続
十
年
以
上
に
し
て
、
鉱
員
多
数
の
信
望
あ
り
と
認
め
ら
れ
、
Ｈ
資
性
温
厚
、
身
体
強
健
に
し
て
、
相
当
の
教
養
常
識
を
有
し
、

統
御
の
力
あ
る
も
の
と
い
う
二
条
件
を
具
備
す
る
、
鉱
員
叉
は
鉱
員
で
あ
つ
た
も
の
＼
申
か
ら
選
任
し
〔
第
二
条
〕
、
Ｈ
鉱
業
所
の
指

示
命
令
の
伝
達
、
鉱
員
の
陳
情
申
達
等
各
種
連
絡
、
Ｈ
整
員
及
稼
働
の
督
励
、
昌
鉱
員
の
巨
常
生
活
及
家
庭
状
況
の
知
得
及
行
状
考

査
並
に
之
に
対
す
る
援
護
、
同
鉱
員
の
指
導
、
岡
鉱
員
の
転
退
職
に
関
す
る
意
見
具
申
及
其
指
導
、
内
其
他
必
要
な
る
事
項
に
任
ず

べ
き
も
の
と
さ
れ
〔
第
一
条
〕
、
そ
の
任
免
賞
罰
は
、
鉱
務
課
長
の
裏
申
に
基
き
所
長
が
こ
れ
を
決
す
る
〔
第
五
条
〕
も
の
と
な
り
、

補
導
は
常
時
こ
の
総
代
役
を
補
佐
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
〔
補
導
規
程
第
一
条
〕
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
旧
来
の
親
方
制
度
た
る
飯
場

制
度
は
そ
の
制
度
上
全
く
姿
を
没
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
鉱
山
に
働
く
人
六
相
互
問
の
糖
神
的
結
合
面
に
あ
っ

て
は
、
今
日
、
な
お
、
そ
の
残
影
的
分
子
が
、
蒔
と
し
て
点
け
す
る
や
に
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
お
も
う
。

　
以
上
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
鉱
山
労
働
に
お
け
る
封
建
性
の
温
床
た
る
親
方
制
度
は
、
第
一
次
欧
洲
大
戦
後
の
時
期
に
わ
い
て
、



あ
る
程
度
弱
体
化
せ
ら
れ
た
ひ
だ
が
、
そ
れ
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
急
遠
に
絶
滅
の
命
運
を
辿
っ
た
わ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
状

態
の
も
の
と
し
て
、
か
な
り
遅
く
ま
で
〔
多
く
は
、
今
次
大
戦
推
了
後
ま
で
〕
残
存
し
つ
づ
け
た
と
い
う
事
が
出
来
る
。

　
な
お
、
飯
場
制
度
〔
そ
の
弱
体
化
し
た
も
の
と
し
て
の
世
話
役
そ
の
他
の
名
称
を
持
っ
も
の
〕
解
消
の
際
に
お
け
る
措
置
如
何
が
、
間
題

と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
若
干
の
資
料
を
獲
て
い
る
が
、
姑
ら
く
他
目
に
ゆ
ず
っ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
末
、
む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
、
　
「
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
け
る
封
建
性
」
を
考
察
せ
ん
が
た
め
、
そ
の
有
力
な
一
温
床
と
し
て
の
親
方
制
度
を
ま
ず
、
そ

の
典
型
的
な
も
の
に
つ
き
考
察
し
、
次
で
、
如
何
に
し
て
、
且
つ
如
何
に
、
そ
れ
が
そ
う
で
あ
っ
た
か
を
窺
っ
て
み
た
。
叉
、
特
に
、

そ
の
解
体
過
程
に
露
連
さ
せ
て
考
察
し
て
み
た
の
は
、
こ
の
産
業
分
野
に
あ
っ
て
、
ご
く
最
近
ま
で
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
具
体
的
に
、

残
存
形
態
と
は
い
い
な
が
ら
、
存
続
し
て
い
た
事
実
に
顧
み
、
そ
の
実
情
を
探
り
た
く
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
本
脊
に
よ
っ
て
、
鉱
業
分
野
に
あ
っ
て
、
親
方
制
度
は
、
大
体
、
第
一
次
欧
洲
大
戦
後
を
エ
ポ
ッ
ク
と
し

て
、
弱
体
化
し
て
い
る
こ
と
〔
魔
に
ょ
っ
て
は
、
早
く
も
、
こ
の
頃
表
面
上
全
く
影
を
没
し
て
い
る
〕
、
だ
が
、
形
の
上
で
、
そ
れ
が
現
わ

れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
、
そ
れ
が
、
絶
滅
し
た
も
の
と
見
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
あ
る
程
度
弱
体
化

せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
ま
＼
衰
滅
せ
ず
に
、
弱
体
化
せ
ら
れ
た
状
態
の
ま
ま
で
、
か
な
り
遅
く
ま
で
残
存
し
続
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
等
が
、
幾
分
か
は
察
知
で
き
た
か
と
お
も
う
。

　
本
稿
は
、
い
ろ
い
ろ
の
点
で
、
不
十
分
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
試
論
の
域
を
出
て
い
な
い
が
、
他
目
、
機
会
を
得
て
、
こ
れ
を
補
足

し
た
い
も
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
の
「
結
論
」
め
い
た
も
の
は
、
そ
の
際
に
ゆ
ず
っ
て
筆
を
欄
く
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
昭
穐
二
九
・
八
・
七
〕

　
　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
（
四
〇
一
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
四
〇
二
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
．
第
四
号
）

ｍ
　
拙
薯
「
目
本
労
働
関
係
の
特
質
」
そ
の
他
の
諸
論
文
の
参
照
を
乞
う
。

の
　
「
鉱
夫
待
遇
事
例
」
、
二
五
四
頁

０
　
「
同
上
書
」
、
二
五
五
頁

↑
ｎ
旧
　
　
〔
同
上
」
、
二
五
九
頁
以
下

０
　
「
同
上
」
、
二
五
七
頁

ｍ
　
「
同
上
」
、
二
六
九
頁

○
こ
の
報
皆
書
は
・
三
井
鉱
山
霧
課
長
某
氏
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
－
勤
務
先
の
命
で
嚢
し
幕
暮
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
閲

覧
し
得
た
の
は
・
竃
鉱
山
記
録
中
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
讐
刷
の
一
小
孝
で
、
三
井
鉱
山
本
杜
で
磐
、
の
上
、
竃
鉱
山
竈
ら
れ
た
も

　
の
か
と
思
う
。
と
も
か
く
、
こ
の
問
題
に
開
す
る
貴
重
す
べ
き
資
料
と
し
て
搾
賞
し
た
い
。

０
　
「
鉱
夫
待
遇
事
例
」
、
二
五
九
頁

Ｇ
の
　
「
同
上
書
」
、
一
ニ
ハ
○
頁

仰
　
　
「
同
上
」
、
二
八
頁

岬
「
。
。
鉱
業
纂
董
一
「
柔
一
第
七
巻
挺
一
奮
料
に
関
し
て
は
、
事
情
あ
つ
て
特
に
鉱
業
所
名
の
公
表
を
遠
慮
し
た
。
Ｃ
の
に
つ
い

　
て
も
同
じ
〕

¢
動
　
「
同
上
書
」
所
吹

閥
　
　
「
明
治
文
化
全
集
」
第
二
十
一
巻
〔
杜
会
篇
」
所
収
、
　
（
同
書
一
〇
頁
）

崎
　
「
同
上
書
」
、
一
二
頁

０
ａ
　
拙
著
「
目
本
労
働
関
係
の
特
質
」
、
二
二
〇
頁
以
下

岬
杜
会
局
監
督
課
編
「
笑
ノ
募
集
・
震
嚢
鮮
人
鉱
夫
一
関
ス
ル
調
査
一
の
第
一
部
で
、
霧
官
小
林
釆
男
氏
を
主
査
と
し
一
福
岡
．
佐
賀

及
長
崎
の
三
県
下
に
わ
け
る
婁
・
準
重
要
石
喬
に
っ
き
、
大
正
八
年
よ
り
同
十
年
に
至
る
三
年
間
に
於
け
る
一
調
査
で
あ
る
。
「
鉱
山
労
働

資
料
一
と
し
て
讐
刷
を
以
て
・
関
係
畜
に
領
布
せ
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
窒
。
が
、
今
目
と
し
て
流
布
極
め
て
稀
で
、
貴
重
婁
料
だ
と

お
も
う
。
尤
も
・
そ
の
一
部
が
・
雷
鉱
山
監
督
局
調
査
と
し
て
、
「
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
県
下
に
於
け
る
鉱
夫
募
集
状
況
調
査
一
の
題
名
下
に

公
表
せ
ら
れ
て
わ
り
・
こ
れ
は
・
更
に
雷
地
方
職
業
紹
介
事
篶
撃
の
．
「
坑
夫
雇
摸
葎
関
す
る
調
査
一
中
に
簑
せ
ら
れ
て
い
る
。



胸
¢
９
　
杜
会
局
監
督
課
編
「
鉱
夫
募
集
及
莫
移
動
状
況
二
関
ス
ル
調
査
」
　
〔
騰
雪
本
〕
第
四
章
第
四
節
、
　
「
貸
金
中
ノ
回
収
不
能
叉
ハ
債
務
角
除

　
額
」
に
依
る

Ｇ
Ｏ
　
拙
著
「
目
本
労
働
関
係
の
特
質
」
二
二
四
頁
以
下

Ｇ
の
　
　
「
陸
渡
鉱
山
文
書
」

吻
　
「
賃
金
直
接
支
払
ノ
可
否
如
何
二
関
ス
ル
各
鉱
長
ノ
意
見
」
　
（
仮
題
）
　
（
「
二
鉄
二
瀬
文
書
」
）

鯛
　
　
「
鉱
夫
待
遇
事
例
」
七
一
頁
以
下

閥
　
「
○
○
鉱
業
所
滑
革
史
」
（
雪
本
）
第
七
巻
所
吹

賜
　
註
卿
参
照

ｐ
◎
　
註
岬
参
照
、
杜
会
局
監
督
課
編
「
鉱
夫
ノ
募
集
、
納
屋
頭
及
鮮
人
鉱
夫
二
関
ス
ル
調
査
」
の
第
二
部
。
主
査
、
鉱
務
官
新
倉
利
広
民
。

吻
　
　
「
足
尾
使
用
人
問
題
調
」
、
巻
下
〔
足
尾
文
書
〕
に
も
、
同
文
が
吹
録
さ
れ
て
い
る
。

鰯
　
大
正
十
四
年
一
月
十
九
目
、
　
「
製
煉
職
夫
組
合
臨
時
評
議
員
会
記
録
」
　
〔
足
尾
文
書
〕

鯛
　
「
総
代
役
併
補
導
制
ノ
実
施
二
尉
ス
ル
件
〔
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
五
目
労
務
課
長
よ
り
通
達
〕
　
〔
足
尾
文
書
〕

●

【
附
記
〕
　
本
稿
は
文
部
省
人
文
科
学
研
究
費
補
助
に
よ
る
研
究
〔
題
目
、
親
方
制
度
の
研
究
〕
の
一
部
で
あ
る
。

〔
追
記
］
　
本
稿
依
拠
資
料
の
採
訪
蒐
集
に
際
し
て
、
各
方
面
か
ら
多
大
の
御
高
配
に
預
っ
た
こ
と
を
深
謝
す
る
。
特
に
、
日
本
石
炭
鉱
業
連
盟
〔

專
務
理
事
早
川
勝
氏
〕
九
州
石
炭
鉱
業
連
盟
〔
理
事
長
田
中
丑
之
助
風
、
理
事
小
山
固
昌
勝
氏
〕
目
本
鉱
業
協
会
〔
労
働
調
査
部
長
北
里
忠
雄
氏
、

同
課
長
伊
地
知
守
彦
氏
〕
、
三
菱
鉱
業
株
式
会
杜
〔
監
査
役
麓
三
郎
氏
労
働
部
管
理
課
長
播
磨
俊
雄
沃
、
新
入
鉱
業
所
副
長
奥
高
春
民
、
同
勤
労

課
長
天
辰
登
吉
邸
氏
、
同
勤
労
主
任
白
土
正
明
氏
〕
、
太
平
鉱
業
株
式
会
杜
〔
労
働
部
監
理
課
長
岩
崎
功
氏
、
生
野
鉱
業
所
長
中
山
等
氏
、
同
副

長
山
道
成
之
氏
、
同
労
働
課
長
佐
藤
大
介
氏
、
結
城
醇
造
氏
、
佐
渡
鉱
業
所
長
原
庄
七
式
、
副
長
河
野
達
吾
氏
、
労
働
課
長
秋
池
小
次
郎
氏
、
尾

去
沢
鉱
業
所
長
相
原
章
一
貴
、
副
長
中
島
孚
民
、
労
働
課
長
伊
藤
貞
治
氏
、
今
井
文
武
氏
、
勝
因
鉱
業
所
長
井
上
幸
一
氏
、
高
島
鉱
業
所
庶
務
課

長
棟
米
男
氏
〕
三
井
鉱
山
株
式
会
杜
〔
三
池
鉱
業
所
人
事
部
長
服
部
義
彦
氏
、
労
働
課
長
水
町
潔
氏
、
因
端
文
雄
民
〕
共
同
石
炭
株
式
会
杜
常
務
取

締
役
久
保
因
晴
三
氏
、
同
浜
田
茂
宏
氏
、
庶
務
課
長
狩
野
豊
一
氏
、
総
務
部
小
泉
幸
之
輔
氏
、
目
吉
鉱
業
所
長
宇
佐
美
数
一
氏
〕
、
貝
島
炭
鉱
株

式
会
杜
〔
勤
労
部
長
今
村
栄
造
民
、
勤
労
課
長
安
川
稲
次
郎
氏
〕
、
古
河
鉱
業
株
式
会
杜
〔
足
尾
鉱
業
所
長
岩
村
清
氏
、
副
所
長
関
野
清
貴
、
労
務

　
　
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
（
大
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
三
（
四
〇
三
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
巻
い
第
四
号
）
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
（
四
〇
四
）

課
長
横
山
英
爾
民
庶
務
課
長
桐
野
邦
男
民
〕
、
目
鉄
鉱
業
嚇
式
会
杜
〔
釜
石
鉱
業
所
長
今
井
史
郎
民
、
次
長
岡
林
広
士
氏
、
勤
労
課
長
松
本
栄
蔵

民
二
瀬
鉱
業
所
総
務
部
長
撞
川
啓
三
氏
、
労
働
部
長
岩
垣
初
太
郎
氏
、
総
務
課
長
柴
固
鉄
哉
氏
〕
、
神
岡
鉱
業
株
式
会
杜
〔
神
岡
鉱
業
所
長
高
林

敏
巳
氏
、
次
長
松
山
寛
貴
、
葛
谷
利
春
氏
〕
、
麻
生
鉱
業
株
式
会
杜
〔
労
働
部
長
熊
谷
敏
朗
氏
〕
、
目
卒
鉱
業
覚
式
会
杜
〔
目
立
鉱
業
所
長
簗
瀬
武

民
、
副
所
長
塚
本
義
郎
氏
、
選
鉱
課
長
山
下
則
保
民
、
勤
労
課
長
庭
野
正
之
助
氏
〕
、
同
和
鉱
業
株
式
会
杜
〔
小
坂
鉱
業
所
総
務
課
長
豆
白
吉
一
氏
、

勤
労
課
長
台
之
正
三
氏
〕
、
別
子
鉱
業
株
式
会
杜
〔
参
事
向
井
芳
彦
民
、
庶
務
課
長
岡
崎
清
次
郎
氏
、
伊
藤
寿
武
〕
、
宇
部
松
浜
表
坑
〔
土
井
四
郎

負
〕
、
杵
島
挨
鉱
株
式
会
杜
〔
取
締
役
山
内
英
二
氏
、
労
働
課
長
野
中
保
久
氏
〕
、
永
閏
鉱
業
株
式
会
杜
〔
杜
長
永
固
紋
之
助
氏
〕
明
治
鉱
業
株
式

会
杜
〔
赤
池
鉱
業
所
労
働
課
長
中
島
義
雄
氏
、
同
課
柴
因
凍
吉
氏
〕
、
〔
次
第
不
同
叉
、
御
所
属
並
に
御
職
名
は
す
べ
て
わ
た
く
し
が
御
厄
介
に
な

つ
た
巻
時
の
蟹
で
あ
る
〕
の
各
位
及
ぴ
業
界
の
古
老
た
る
元
三
菱
鉱
業
御
勤
務
の
平
沢
幹
、
元
別
子
鉱
業
御
勤
務
の
鷲
尾
堪
解
治
の
両
民
に
対

し
て
、
厚
く
御
礼
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
多
小
尊
名
掲
記
に
脱
漏
の
倶
れ
が
あ
る
が
、
御
諒
察
を
賜
り
度
い
と
思
う
。


